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故

田
村
専

一
郎
先
生

旧
蔵

「
支
子
文
庫
」
報
告

九

州

大

学

国

語

国

文

学

会

有

志

田
村
専

一
郎

先
生

が

一
昨
年

の
八
月
十

二
日

に
逝
去

さ
れ

て
か
ら
早
く
も
満

二
年
近
く
が
経

っ
た
。
あ

の
よ
う
に
俄
か
な
出
来
事

で
、

一
部

の
新
聞
に
は
セ

ン
セ
ー
シ

ョ
ナ

ル
に
報
道
さ
れ
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
今

な
お
記
憶

に
な
ま
な
ま

し

い
方

々
も
多

い
で
あ
ろ
う
。
こ
と

に

先

生

は
、
本
務

は
教
養
部

に
あ

っ
た

が
、
長
ら
く
文
学
部

に
も
出
講
し
て
い
た
だ

い
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
九
大
国

語
国
文
学
会

に
と

っ
て
は
、
文
字
通

り
創
成
期
以
来

の
恩
人
で
あ
ら
れ
た
。
二

周
忌
を
前

に
し
て
、
痛
恨
哀
悼

の
思
い
の
ひ
と
き
わ
深

ま
る
の
を

い
か
ん
と
も

し
が
た

い
の
で
あ
る
。

先
生
は
備
前

岡
山

の
旧
家

に
生

れ
ら
れ

、
旧
制

=
局
を
経
て
、
大
正
十
五
年

東
京
大
学
国
文
学
科
を

卒

業

さ

れ
、
間
も

な
く

旧
制

福
岡
高
等
学
校

に
御
来

任

、
以
来
五
十
余
年
間
博
多

の
地
を
愛

し
て
離
れ
ず
、
そ
の
間

に
父
君

の
遺
産

と
大
学

の
俸
給

の
大
半
を
書
籍
と
美

術
品

の
購
入

に
投
じ
尽
く

さ
れ
た

の
で
あ

っ
た

。

田
村
先
生

の
文
庫

の
名
は

「
支
子

(く
ち
な
し
)
文
庫
」

で
あ

る
。
先
生

の
用

い
ら
れ
た
蔵
書
印

は
、
他

に

「
遙
青
秘
符
」

「
遙
山
麓
舎
」

「
遙
山
房
」
も
あ

る
が
、
最
も
愛
用
さ
れ
た

の
は

「
支
子
」
「
支
子
文
庫
」

「支
子
舎
」

で
あ
る
。

夏
六

・
七
月

の
こ
ろ
、
艶
や
か
な
濃
緑

の
間

に
純
白

の
花
弁
を

五
六
枚
、
そ
の

中
央

に
ほ
ん
の
り
と
黄
色
い
雌
し

べ
が

の
ぞ
い
て
、
し
め
や
か
な
芳
香
を
あ
た

り

い

っ
ぱ
い
に
た
だ
よ
わ
せ
る
、
そ
の
清
雅
の
風
情
を
愛
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ

こ
に
は
軽
々
し
い
思

い
つ
き

の
類
を
次

々
と
活
字

に
移
し
て
恥
じ
ぬ
輩

へ
の
激

し

い
嫌
悪
も
秘

め
ら
れ
て

い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
俗
を
忌
み
、
読
書
と
芸
術

と
を
愛
す
る
こ
と
に
お

い
て
、
先
生

は
文
字
通

り
、
索
漠
た
る
昭
和

五
十
年
代

最
後

の
文

人
で
あ
ら
れ
た
。

「
支
子
文
庫
」
約

一
万
冊
は
、
先
生
御
生
前

か
ら

の
御
希
望
に
添

っ
て
散
扶

す
る

こ
と
な
く

、
御
不
幸
後
間
も
な
く
九
州
大
学
図
書
館

に
寄
托

さ
れ
、
今
日

ま
で
引
き
続
き

そ
の
整
理
が
行

わ
れ

て
い
る
が
、

一
部

の
書
籍
に

つ
い
て
は
既

に
購
入

・
登
録
手
続
き
も
終

っ
て

い
る
。

こ
の
決
定

に

つ
い
て
は
、
先
生

の
御

遺
志
と
と
も

に
、
御
遺
族

の
九
大

に
対
す
る
深

い
御
理
解

・
御
好

意
が
あ

っ
た

こ
と
は

い
う
ま
で
も
な

い
が
、
教
養
部
関
係
者

あ
る
い
は
大
学
当

局
の
行
届

い

た
配
慮

の
あ

う
た
こ
と
も
忘
れ
る

こ
と
は

で
き
な

い
の
で
あ
る
。

さ

て
支
子
文
庫

の
整
理
調
査
は
ま
だ
終

っ
て
は
い
な

い
が
、
そ
の
中
和
本

の

古
典
関
係
書
籍

に

つ
い
て
は
、
図
書
館
よ
り
協
力
を
求
め
ら
れ
た
の
で
、
学
生

諸
君

の
協
力
を
得

て
、
昭
和
五
十

一
年

三
月
以

降
調
査
を
重
ね
て
き

た
。
目
ぼ

し
い
典
籍

に
つ
い
て
は
す

で
に
あ
ら

ま
し

の
見
当
も
付

い
た

の
で
、
こ
こ
に
中
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間
報
告
を
兼
ね

て
概
要
を
述

べ
た

い
。

な
お

つ
い
で
に
当
初

か
ら
文
庫
全
般

の
整
理

・
調
査

に
従

っ
た
者

の
氏
名

を

左
記
に
記
し

て
お
く
。

今
井
源
衛

・
中

野
三
敏

・
工
藤
重
矩

・
中
島
あ
や
子

・
瓜
生
清

.
稲
川
順

一
・
白
石
良
夫

・
赤
塚
正
幸

・
矢

野
準

・
花
田
俊
典

・
崎
村
弘
文

・
秋
吉

望

・
田
坂
憲

二

・
和

田
直
樹

・
中
条

順
子

(敬
称
略
)

ま
た
本
稿

の
執
筆
は
研
究
室
員
と
し
て
は
今
井

・
中
野
が
当

っ
た
が
、
他

に

特

に
大
内
初
夫
氏

に
も
依
頼

し
て
労
を
煩
ら
わ
せ

た
。
氏
は
田
村
先
生

の
御
生

前
か
ら
、

つ
と
に
支
子
文
庫
中

の
俳
書
群

に
つ
い
て
調
査
研
究
を
重
ね

て
来

ら

れ
た
故

で
あ
る
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た

い
。
(今
井
記
)

大
和
物
語

升

二

五
・
五
三

四
・
二
糎
)

一
帖
。
特

に
先
生
御
生
前

の
御

寄
贈

に
か
か
る
も

の
。
鎌
倉
時
代
写
。
勝
命
本
正
治
二
年
光
阿
弥
陀
仏
奥
本
転

写
。
通
行

一
三
四
段
よ
り

一
七

二
段
ま
で
の
零
本
。

こ
の
本

に
つ
い
て
は
、
次

ぎ

の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

「
支
子
文
庫
本

「
大
和
物

語
」

の
こ
と
な
ど
」

天
理
善
本
叢
書
月
報
昭
和

五
十

一
年
七
月

・

「
故
田
村
専

一
郎
名
誉
教
授

旧
蔵

支
子
文
庫
本

「
大
和
物

語
』

に

つ
い
て
」
九
州
大
学
附
属
図
書
館
報
図
書
館
情

藷

調

.
「支
子
文
集

「大
和
物
語
』
に
つ
い
三

上
)」
文
学
研
究
第
七

十
四
輯
、
昭
和
五

二
年

三
月
。
な
お
同

(下
)
は
文
学

研
究
第
七
十
五
輯
に
掲

載
予
定
。

伊
勢
物
語

四
部
を
か
ぞ
え
る
。
そ
の

一
は
、
大

(二
二
.
五
×
=
ハ
.
七
糎
)

二
帖
。
袋
綴
。
近
世
初
期
写
。
表
紙

は
紺
布
地
小
紋
ち
ら
し
文
様
、
料
紙
は
楮

紙

。
墨
付
、
上

三
五
丁
、
下
四
三
丁

。
天
福
本
か
。
後
述
す
る

「自
讃
歌
」

の

函
書

に

「
光
広

卿
伊
勢
物
語

蜷
川
新
右
衛
門
自
讃

歌
書

二

可
児
家
珍
蔵
」

と
記
し
て
お
り
、
元
来
は
そ
の
函
に
収
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
光
広

の
筆

で
は
な

い
。
内
外
題
、
奥
書

ナ
シ
。

そ
の
二
は
、
升

(
=
ハ
・
七
×
一
八
・
○
糎
〉

一
帖

。
近
世
初

期
写
、
綴
帖
。
料

紙
鳥

の
子
。
表
紙
原
装
、
茶

色
椴
子
唐
草
花
文
様

、
墨
付
六

二
丁

。
奥
書
、
勘

物
な
し
。
本
文

は
定
家
本
系
。
古
筆

(琴
山
)

は
山
本
勝
忠

二
六
五
四
年
残
)
と

す

る
。

そ
の
三
は
、
升

二

六
・
五
×
一
六
・
七
糎
)

一
帖

、
近
世
中
期
写
、
綴
帖
。
料

紙
鳥

の
子
。
表
紙
原
装
、
標
色
金
綱
椴
子
菊
唐
草
文
様

。
墨
付

六
九
丁

。
巻
末

に
写
者

の
識
語

「依
或
人
所
望
染
筆
詑

。
藤
原
喬
任
」
と
あ
る
。
本
文

は
定
家

本
系

。
勘
物
な
し
。
箱
書

「
広
橋

殿

伊
勢
物
語
」
。
田
村
氏

の
印

記

の

他

に
、

「
矢
野
蔵
書
」

(朱
・角
)

の
印
記
が
あ
る
。

そ
の
四
は
、
奈
良
絵
本
、
大

(二
四
・
三
×
一
七
・
八
糎
)

二
巻

二
帖
、
綴
帖

、

近
世
中
期
写
。
鳥
の
子
料
紙
。
表

紙
原
装
、
紺
地
遠
山
雲
霞
描
、
下
部

に
金
砂

子
遠
山
海
辺
文
様
、
墨
付
上
四
八
丁
、
下
六

三
丁
。
本
文

は
天
福
本
。
絵
は
上

二
五
面
、
下

二
四
面
。
す

こ
ぶ
る
美
麗
な
本

で
あ
る
。
奥
書

は
、

伊
勢
物
語
新
刊

世
酷
多
　

。
然
京

極
黄
門

一
本
之

奥
書
云

此
物

語
之
根

源
古

人
之
説

々
不
同

云
々

而
今
以
天
福
年
所
被
与
孫
女
本
正
之
、
猶

恐
有

字

画
之
差
互
口
加
訂
校

又
図
巻
中
之
趣
而
分

為
上
下

霊
為

令
好
事
童
蒙

悦
目
也

、
於
戯
予
老
慨
衰
惰
而
不
堪

弁
鳥
焉

豊
無

枇
綴

博
言
君
子
後

匡

焉
幸
甚

こ
の
奥
書

は
写
者
自
身

の
も

の
で
は
な
く
、
そ
の
転
写
で
あ

ろ
う
。

〔
伊
勢
物
語
聞
書
〕

内
外
題
と
も
に
な
く
、
仮
題
で
あ

る
。
大

(二
四
.

0
×
一
九
・
五
糎
〉

一
帖
。
綴
帖

。
料
紙
鳥
の
子

。
墨
付
八
三
丁
。
内
容
は
巻

頭

よ
り
六

三
段

「
つ
く
も
髪
」
ま

で
の
注
釈

で
、

い
わ
ゆ
る
当
流
抄

の

一
で
あ
ろ

う
か
。
巻
頭
は
、
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伊
勢
物
語
と
云
事

就
題
号
云
所

一
、
男
女
物
語
と
云
説
を
は
不
用
。
伊
勢
か
筆
作
を
も
て
此
物
語
の
題
号

と
定
ら
る
ゝ
よ
し
見
え
た
り

さ
れ
は
当
流
は
此
儀
也

一
・
伊
勢
か
葎

鳳
肇

あ
る
説
鶴

劉

門
へ
奉
る
よ
し
を
い
へ
り
・

当
流
に
は
是
を
不
用

一
、
当
流
に
た
つ
る
所
は
伊
勢
と
云
女
七
条
の
后
の
宮
へ
業
平
一
期
の
事

を
か
た
り
た
て
ま
つ
る
を
し
る
せ
り
と
云

さ
る
に
よ
り
て
伊
勢
物
語

と
定
め
た
り

し
か
あ
れ
は
此
間
に
業
平
が
自
筆
の
記
も
有
へ
し

只

物
語
な
か
ら
と
見
侍
へ
き
也

さ
れ
乏
源
氏
物
語
の
や
う
に
は
あ
ら
す

と
云

業
平

一
期
の
事
を
か
け
り

中
に
せ
う
く

古
き
歌
な
と
も
よ

せ
て
書
た
り

皆
作
物
語

の
さ
ほ
う
な
り
。

な
お
、
表
紙
や
巻
末
余
白

に

「
は
し
も
と
町

紐
屋
市
松
」

・

「
森
下
町

一
日

市
屋

イ
チ
サ

フ
ロ
ウ
」
な
ど
、
同
筆
の
署
名

や
和
歌
、
あ
る
い
は
い
た
づ
ら
書

き

が
あ
る
。
旧
蔵
者

の
手
蹟

で
あ
ろ
う
。

竹
と
り
物
語

大

(二
四
・
二
×
天

・
○
糎
)

二
巻
二
帖

。
奈
良
絵
本

。
近

世
中
期
写
。
綴
帖

。
料
紙
鳥

の
子
。
表
細
金
編
椴
子
、
花
鳥
文
様
。
墨
付

、
上

巻

二
四
丁
、
下
巻

二
三
丁
。
絵
は
上
巻
七
面
、
下
巻
六
面
。
本
文

は

流

布

本

系
。
奥
書

な
し
。
上
下
各
巻

々
末
本
文

は
散
ら
し
が
き
に
し

て
い
る
。

濠
氏
物
請

横

二

五
・
五
×
二
一
・
七
糎
)

二
九
巻

二
九
帖

・
零
本
。
近
世

初
期
写
。
表
紙

は
原
装
。
薄
茶
無
地
続
。
綴
帖

。
料
紙
は
楮
紙

(匂
宮
は
斐
紙
)
。

内
容

は
、
夕
顔

・
末
摘
花

・
花

の
宴

・
賢
木

・
須
磨

・
明
石

・
絵
合

・
松
風

・

薄
雲

・
少
女

・
玉
婁

・
初
音

・
胡
蝶

・
螢

・
野
分

・
御
幸

・
真
木
柱

・
梅
枝

・

若
菜
下

・
夕
霧

・
御
法

・
匂
宮

・
橋
姫

・
椎

本

・
宿
木

・
東
屋

・
浮
舟

・
竹
河

・
柏
木

の
各
巻

で
あ
る
。
大
部
分
同
筆
だ
が
、
花

の
宴

・
東
屋
な
ど
は
別
筆
ら

し
い
。
ま
た

「
紹
巴
以
本
句
切
朱
点

一
校

了
」

(玉
婁
巻
末
)
な
ど

の
識
語
が
あ

る
。
底
本
は
肖
柏
本
系
統
ら
し
い
が
、

そ
れ
を
大
島
本
系
統
本

で
訂
正
し
た
と

こ
ろ
が
多

い
。
朱
に
よ

る
句
読
点
は
、
紹
巴
本

に
よ

っ
た
も

の
。
田
村
氏

の
印

記
の
外

、

「
河
合
氏
蔵
書
」
印
が
あ
る
。

嚇
花
抄

大

(二
四
.
○
×
一
七
・○
目
)

七
巻
七
帖
。
綴
帖
、

近

世

初

期

写
。
表
紙
原
装
、
藍
紙

に
金
砂
子
散

ら
し
野
山
草
花
文
様

、
鳥

の
子
。
丁
数

は

巻

一
以
下
、

一
○

一
・
八
七

・
八
五

・
一
一
四

・
一
=

丁

一
○
○

・
六

一
。

第
七
巻

々
末
に
、
永
正
七
年
実
隆

の

「
右
肖
柏
老
人
聞
書
借
請
之
」
云

々
の
奥

書

、
永
正
七
年

八
月
十
七
日
実
隆

の

「
此
抄
去
六
月
下
旬
立
筆
今

日
終
書
功
」

云

々
、
永
正
十
六
年
冬
実
隆

「
此
抄
為
愚
見
卒
ホ
写
置
処

(下
略
)」
云

々
等

の

奥
書
を
す

べ
て
具
え
、
そ
れ
で
終

る
。
概
ね

「
翻
刻
平
安
文
学
資
料
稿
」
本

に

同
じ
だ
が
、
講
釈

日
数

の
記
述
は
す

べ
て
省

い
て
い
る
。

保
元
物
語

大

(二
四
・
二
×
コ

七
・
五
麺
」〉
三
巻

三
帖
。
近
世
初
期
写
。
綴

帖
。
料
紙
鳥

の
子
。
表
紙

は
改
装
さ
れ
て
お
り
、
藍
地
紙

に
雪
霞
描
沢
辺
文
様

の
嫁

入
本

の
態
裁

で
あ
る
。
墨
付
、
上

七
六
丁
、
中

九
八
丁
、
下
七

二
丁
。
上

・
中
巻

々
頭

に
各

系
図
あ
り
。
本
文
は
異
本
系
甲
類
本
。
中

で
も
金
刀
比
羅
神

宮
本

に
近

い
が
、
そ
れ
に
比

べ
て
、
漢
字
が
少
く
、
仮
名
書
き
が
多
い
。
最
善

本

の

一
と
す

る
に
足
る
か
。

つ
れ
づ
れ
草

大

(二
四
.
九
三

七
・
七
糎
)

一
帖

。
綴
帖
。
巻
頭
よ
り

一

三
四
段

の
途
中

ま
で
で
、
以
下
は
逸
。
室
町
末
期
写
。
内

・
外
題

と

も

に

な

い
。
表
紙
は
原
装
で
、
鶯
茶

の
布
に
丸

に
三
巴
文
様
。
料
紙
鳥

の
子
。
墨
付

一

一
一
丁
。

一
面
七
行
。
書

入
、
ミ
セ
ケ
チ
等

な
し
。
各
段
頭

に
朱

の
合
点

。
本

文

の
系
統
は
王
堂
本

・
陽
明
本

に
近

い
ら
し

い
が
、
未
詳

。
末
尾

の
欠

は
惜
し

い
が
、
注
目
す

べ
き

一
本
と

い
え
よ
う
。

万
葉
聞
書

大

(二
四
・
四
×
一
八
・
二
糎
)

、
二
○
巻

上

中

下

三
帖
。

綴

帖
。
近
世
初
中
期

(寛
文
～
元
禄
頃
)
写
。
標
色
、
布
目
紙
表
紙

に
草
花
文

様
。
内
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題

に
は

「
万
葉
集
第

一
」
等

と
あ
り
、
外
題

(題
策
ア
リ
)
に

「
万
葉
聞
書
」
と

記
し
、
さ
ら
に
下
冊
、
第

二
〇
巻

々
末
に
は

「
万
葉
集
注

釈
第

二
〇
巻
」
と
記

し

て
い
る
。
料
紐
は
鳥

の
子

。
上
冊

(巻
一
～
七
〉
五
四
丁

・
中
冊

(巻
八
～
±
二
)

三
八
丁
。
下
冊

(巻
十
四
～
二
○
)
七
九
丁
。
奥
書

な
し

。
本
文
中

、
声
点
を
少

々

付
す
る
。
内
容

は
簡
単
な
難

語
注

で
あ
る
。
項
目
数
は
第

一
巻

五
五
、
以
下

八

六

・
七
四

・
六
六

・
五
七

・
六
六

・
八
五

・
三
六

・
七
八

・
三
九

・
八
四

・
三

六

・
六
六

・
二
三
七

・
四
二

・
=

○

・
八
二

・
七
九

・
六
七

・
=
二
六
で
、

計

一
五
八

一
項

で
あ
る
。
訓
義
を
施
す

の
を
原
則
と
す
る
が
、
訓
だ
け

で
、
釈

義
は
な
い
も

の
も
か
な
り
あ
る
。

「
仙
覚

・
由
阿
」
と
注
す
る
個
所
も
見
え
る

が
、
同
系
統
本

の
有
無
を
他

に
知
ら
な

い
の
で
、
左

に
巻
頭

・
巻
末
を
抄
記
す

る
。

(巻
頭
)

万
葉
集
第

一

響

膿

名
を
つ
け
よ
な
り

さ
ね
は
言
の
た
す
け
な
り

御
執
乃

御

た
ら
し
な
り

あ
さ
ふ
ま
す

ら
む

朝
布
麻
須
等
六

朝
狩
に
鳥
を

ふ
み
立

つ
る
な
り

(二
○
巻
々
末
)

き
み
か
こ
の
し
ま

伎
美
我
許
乃
之
麻

池

の
中
嶋
を
君

の
作

し
と
い
ふ
也

伊
夜
之
家
余
其
騰

い
や
し
き
り
な
り

古
今
和
歌
集

大

(二
三
・
五
×
う
六
・
二
糎
)

、
二
○
巻

一
帖

。

室

町

期

写

。
綴
帖
装
。
表
紙

は
原
装
。
柴

と
緑

・
黄

の
竪
縞
文
様
椴
子
。
見
返
し
は
金

砂
子
散
ら
し
。
料
紙
薄
様
、
墨
付

一
六
七
丁
、
白
紙
は
巻
首

一
丁
巻
尾

二
丁
。

一
面
九
行
書
き
。
本
文
と
同
筆
書
入
少

々
あ
り
。
巻
末

一
五
八
丁
裏

面
に
、

此
古
今
奉

附
属
良
守
上
人
了

文
和
二
年

三
月
十
八
日

西
方
行
者
頓
阿

と
記

さ
れ
、
宮
内
庁
書
寮
部
蔵
頓
阿
本
と
同
系
統

本

で

あ

る
。
西
下
経

一
氏

「
古
今
集

の
伝
本

の
研
究
』
八
三
ペ
ー
ジ

に
掲
げ
る
頓
阿
本

の
独
自

異
文

「
し

ろ
き
鳥

の
は
し
と
あ

し
と

の
あ
か
き
」

「
恋
ひ
ず
し
も
あ
ら
ぬ
」

「
又
の
あ
し

た

(に
ナ
シ
〉
人
や
る
」

「
ま
か
り
通
ひ
て
」
は
本
書
に
も

一
致
す
る
。

な
お

、
函
蓋
の
裏

に
、

「
此
帖
頓
阿
法
師
之

筆
後
定
家
抄
貞
応
本
百

三
十
年

両
距
今
実
六
百
年

殊
法
師
筆
蹟
中
兼
備
年
号

署
名
者
蓋
稀

誠
足
為
珍
/
昭

和
甲
申

(十
九
年
)
春

日
荒
陵
山
人
/

い
み
し
く
も
遠
き
昔
を
忍
ふ
か
な
四
つ
の

(生
力
)

ひ
し
り
の
水
茎

の
あ
と
/
八
十
二
寿
老

(
「荒
陵
文
庫
」
印
ア
リ
)
」
と
あ
る
が
、

本
書

の
筆
蹟
は
、
署
名
な
ど
は
頓
阿
の
そ
れ
に
似
た
所
も
あ

る
が
、
全
体

と
し

て
は
、
別
人

の
筆
で
あ

っ
て
、
時
代
も
下
る
よ
う
で
あ
る
。
書
陵
部
本

は
室
町

中
期
写

で
貞
応
本

の
最
有
力
資
料
と
さ
れ

る
が
、
本
書
も

そ
れ

に
匹
敵
す

る
重

要
資
料

で
あ
る
。

別

に
古
今
和
歌
集

一
冊
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
第
十

一
巻
～

二
十
巻

の
零
本

で

あ
る
。
袋
綴
、
近
世
中
期
写
、
本
文

は
貞
応
本
系
か
。
墨
付

=
一=

丁
。
朱
注

・
勘
物

・
校
異

の
書

入
が
多
く
、
第
十

五
巻

々
末
に
は
、

「
阿
の
定

三
本

・
清

一
本

・
九
内
本

・
壬
生

一
本

・
俊
本
」
な
ど
、
校
合
本

の
名
称
が
記
さ
れ
て
い

る
。
奥
書

は
な

い
。

金
葉
和
歌
集

大

(二
二
・
七
x
=
ハ
・
七
糎
〉

、

一
○
巻

二
帖
。
綴
帖

、
表

紙
は
薄
茶
布
地
金
綱
椴
子

、
牡
丹
唐
草
文
様
。
料
紙

鳥
の
子
、
墨
付

、
上

五
二

丁

・
下

六
二
丁
。

一
面
十
行
書
。
本
文

は
二
度
本
系

の

流

布

本
。
奥
書

は
、

「
右
金
葉
和
歌
集
依
所
望
染
禿
毫
令
書
写
畢
/
元
禄
戌
寅

(十
一年
、
一
六
九
八
)

仲
春
日

従

三
位
源
博
」
と
あ
り
、
筆
写
者

の
も

の
で
あ
ろ
う
。

千
載

和
歌
集

大

(二
六
.
○
×
天

.
二
糎
)

巻
十

一
～
二
十

の
み
、

一
冊

の
零
本

。
綴
帖
。
近
世
初
期
写

。
表

紙

は

藍

紙
。
料
紙
は
鳥

の
子
。

一
面
十

行
。
奥
書

、
書
入
等
は
な
い
。
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新
古
今
和
歌
集

巻

一
リ

六

、

大

三
九
.
四
x
噌
九
.
○
糎
〉

一
帖
。
零

本
。
室
町
中
期
写

(伝
細
川
持
之
筆
)
。
綴
帖
。
表
紙

は
原
装
、
黒
地
金
編
椴
子
、

小
紋
散

ら
し
文
様
。
見

返
し
金
泥
。
墨
付
七

五
丁
。

一
面
十

一
行
。
付
点
、
書

入
な
ど
な
し

。
本
文
系
統
は
未
詳
だ
が
、
切
出
し
歌

の
、
春

下

「
ふ
る
さ
と

に

花
は
ち
り
…
…
」

「
い
か
に
せ

ん
よ

に
ふ
る
…
…
」
は
見
え
な
い
。
扉

の
白
紙

に
、
古
筆
家

の
朝
倉
茂
入
の
極
札
が
貼
付
さ
れ
、

「
細
河
殿
持
之

、
新
古
今
上

巻
端
本
序

よ
り
第
六
ま
で
」

と
あ

る
。
持
之

は
嘉
吉

二
年

二
四
四
二
)
に
残
し

て
い
る
が
、
書
写
年
代
は
ほ
ぼ
そ
の
頃
と
お
ぼ
し
く
筆
蹟
雄
勤
、
大

ぷ
り

の
古

雅
な

一
本

で
あ
る
。

新
古
今
和
歌
集
聞
書

升

(二
○
・
五
x
一
六
・
三
糎
)

一
帖
。
内
題
は
か
く

記
す
が
、
表
紙
打
付
書

の
外

題
は

「
新
古
今
聞
書
」
と
あ
る
。
表
紙

は
改
装
さ

れ
て
、
金
茶
無
地

の
粗
末
な
紙
表
紙
。
墨
付

=

二
八
丁
。
近
世
中
期
写
。
東
常

縁

の
聞
書

で
あ

る
。
書
入

・
朱
注
多
く
、

「
文
政
十
年

ニ
テ
五
百
九
十
九
年
」

云

々
と
も
あ

る
。
玄
旨

(幽
斎
)
の

「
右

一
冊
東
野
州
抄
出
之
歌

い
つ
れ
も
か
た

は
し
有
之
」
云

々
に
続
き
、
中
院
通
勝

の

「
此
注
養
退
所
持
之
予
於
城
抄

山

科

の
郷
之
普
請
場

一
覧
之
次
写
之
/
文
禄
五
年

六
月
上
旬
/
也
足
子
素
然
判
」

の
奥
書

、
さ
ら

に
最
末
遊
紙

の
左
隅

に

「
飽
睡
軒

三
心
」

(別
筆
)
と
旧
蔵
者
ら

し

い
名

が
あ
る
。

八
代
集
部
類
第
十
九

升

二
七
.
○
x
一
六
.
五
糎
)
二
帖

。
鎌

倉

末

期
陀
b

古
筆

(了
任
・
了
仲

・
了
観
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
)
の
極
札
に
は
、
二
条

為

明

筆

と
す

る
。
綴
帖

。
鳥

の
子
料
舐
、
表
紙

は
改
装
さ
れ
、
藍
地
椴
子
、
小
紋
文
様
。
金

銀
泥
見

返
し

。
墨
付

一
二
六
丁

・
一
面

一
○
行
、
和
歌
二
行
書
き

。
全
体
に
亘

っ
て
裏
打
補
修
さ
れ

て
い
る
。
八
代
集

の
哀
傷
歌
を
部
類
し
た
も
の
。
巻
頭

に

目
録
が
あ

る
。
初
め

の

「寄

四
季
哀
傷
」
は
春
九
題

(子
日
.
霞
.
鶯
.
若
菜
.
梅

・
花
・
帰
雁
・
藤
・
歎
〉

、
夏
四
題

(歌
題
略
、
以
下
同
)
・
秋
十
五
題

・
冬
五
題
で
あ

る
。
以
下
、
天
台

(五
麺
)
・
地
儀

(七
題
)
・
植
物

(四
題
)
・
動
物

(三
題
)
・
人

倫

二

題
)
・
人
躰

二

麺
)
・
人
事

(
二
魎
)
・
雑
物

二
○
題
〉
で
、
全
歌
数
三
八

二
首
。
巻
頭

は
公
任

の

「
た
れ
に
か
と
ま

つ
を
も

ひ
か
む
」
、
巻
末

は
慶
退

の

「
な
き
人

の
あ
と
を
た

に
と
て
」

で
終
る
。
労
注

・
校
異

(墨
)
・
朱

に
よ
る
集

付

・
合
点

・
ミ
セ
ケ
チ
あ
り
。

な
お
弘
文
荘

待
頁
古
書
目
第
廿
号

(昭
和
二
六
年
六
月
刊
)
に
、

「
八
代
集
部

類
抄
巻
第
六
」

が
掲
出

さ
れ
て
い
る
。

伝
冷
泉
為
相
筆
、

鎌
倉
末
期
古
写
本

で
、
半
緩
本

。
代
価
四
万
円
。
そ
の
巻
頭

一
葉

の
写
真

に
は
、

「
八
代
集
部
類

抄
第
六
、
冬
/
初
冬
/
拾
遺
」

と
始
ま
り
清
原
元
輔

の
歌
を
掲
げ

て
い
る
。
筆

蹟
は
本
書
と

や
や
異
な
る
。
反
町
氏

の
解
説
を
抄
出
す
れ
ば
、

八
代
集
部
類
抄
は
従
来
全
く
知
ら
れ
ざ
り
し
書
、
此

の

一
帖

の
外
世

に
伝

は
ら
ざ
る
稀
観
本
な
り
。
(中
略
〉
加

藤
正
治
博
士
蔵

の

「侠
名
抄
」

の
内

に
、
鎌
倉
中
期
頃
迄
に
成
立
せ
し
各
種
の
私
撰
集

の
名
称

を

上

げ

た

る

が
、
内

に
八
代
抄

中
務

卿
親

王
撰

と
あ
る
は
、
或
は
此
の
書

に
当
る

べ
き
歎

。
中
務
卿
親
王
は
即
ち
宗
尊
親

王

の
御
事
な
れ
ば
、
時
代

は
ま
さ
に
相
当
と
す

べ
し
。

さ
て

こ
の
書
は

(略
)
全
巻

は
お
そ
ら
く
古
今
集

の
部

類
に
従

い
二
十
巻
た

り
し
も

の
な
る

べ
く

、
冊
数
は

一
巻

一
冊
と
し
て

二
十
冊

に
及
ぷ
大
部

の

も

の
な
ら
ん
。
内
容
記
載

の
方
法

は
更

に
細
か
く
部

類
分
け
し
て
、
初
冬

・
時

雨

・
霜

・
載

・
雪

・
寒
草

・
千
鳥

・
氷

・
水
鳥

・
冬
月

・
五
節

・
網

代

・
神
楽

・
鷹
狩

・
炭
竈

・
炉
火
の
十
六
種

の
標
目
を
掲
げ
、
各
標
目
毎

に

一
々
勅
撰
集

の
名
を
あ
げ

て
類
歌

を
纂
む
。
所
収

の
歌
数
は
約
五
百
、

墨
付
紙
数
は
百
九
枚

に
及

ぷ
。
諸
所

に
イ
本
と

の
校
合
書
入
あ
り
。
(下
略
)
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国
書
総
目
録
に
よ
れ
ば
、

こ
の
本

は
現
在
穂
久
迩
文
庫

に
収
ま

っ
て
い
る
ら

し

い
。
こ
の
穂
久
迩
本
と
支

子
文
庫
本
と
が
、
同

一
部

に
属
す
る
か
否

か
は
内

題
の
記
し

か
た

・
筆
蹟

・
書
型

の
相
違
も
あ

っ
て
問

題
で
あ
る
が
、
も

し
、
同

系
統
本

で
あ
る
と
認
め
て
よ
い
な
ら

、
田
村
本

の
出
現

に
よ

っ
て
、
こ
の
反
町

氏

の
推

察
は

「
八
代
集
部

類
」

の
原
本

の
部

立
て
や
巻
数
な
ど
、
ほ
ぼ
的
を
射

た
も

の
で
あ

っ
た

こ
と
が
立

証
さ
れ
た
と

い
え
よ
う
。

拾

玉
集

大

(二
四
.
○
×
一
七
・
六
癒
)

二
帖

。
巻
分
け
せ
ず
、
内
題
は
な

い
。
綴
帖

。
料
紐
鳥

の
子
。
近
世
中
期
写
。
金
茶
地
行
成
表
紙
。
筑
土
鈴
寛
氏

の
、
文
学

昭
和
九
年

一
月
号

に
紹
介
さ
れ
た
も

の
と
同
じ
く
異
本
系

の

一
本
。

上
冊
は
百
首
和
歌
、
花

へ
山

た
か
み
峯

の
桜

の
」
か
ら
祝

へ
君
が
代

に
ち
と
せ

く
ら

へ
を
」
ま

で
、
下
冊
は

「
序
品
六
首
、
如
是
我
聞

へ
い
は
し
み
つ
今

い
ふ

人
の
」

か
ら

へ
と

に
か
く

に
見

て
も
な

つ
さ
ふ
」

ま
で
。

そ

の
あ
と

の
奥
書

(
マ
マ
)

は
、

「
右
慈
鎮
和
尚
御
詠
等
採
撫
菖
仰
慶
運
/
令
類
聚
之
、
斯
言
若
堕
将
来
可

悲
云
々
今

任
先
賢
之

金
言
令
集
祖
師
玉
章

、
偏
/
存
真
俗

一
致
也
、
肯
莫

賄

内
外
異
端
之
嘲
、
干
時

嘉
暦
三
年
五
月
廿

一
日
難
波
津
末
流
我
立
杣
不
才
～
記

之
」

、
こ
の
奥
書

に
続

け
て
、
慶
運

の
歌
二
首

「
あ

ひ
て
あ
ひ
て
」

「
も
し
ほ

草
む
か
し
の
跡

に
」
と
、
そ
の
返
歌

「
い
に
し

へ
の
玉
も
ひ
か
り
を
」

「
し
る

へ
す
る
友

そ
嬉
し
き
」

が
付
載
さ
れ

て
終
る
。
筑
土
氏
紹
介

の
神
宮
文
庫
本
の

所

在
不
明

が
伝
え
ら
れ
る
現
在

、
注
目
す

べ
き

一
本
と

い
え
よ
う
。

宮
内
卿
家
集

半

三

二
・
○
x
一
六
・
七
糎
)

一
冊
。
近

世

中

期

写
、
袋

綴

。
表
紙

は
原
装
、
黒
無
地
紙

。
料
紙
は
楮
紙

。
墨
付

二
四
丁
。
歌
数

一
九
五

首

。
内
容

は

「
二
条
大
皇
太
后
宮
大
弐
集
」

で
あ

る
。
奥
書

は
な
く
、
書
入
が

少

々
あ

る
。
続
大

観
本

と
同
系

で
、
最

末
の

一
首

「
頼
め
し
を
」
を
欠
く
。
末

尾
二
葉

は
、
錯
簡
本

を
写
し
た
と
見
え
て
、
逆
順

で
あ
る
。

新
勅
撰
和
歌
集

大

(二
四
・
四
×
一
七
・
六
糎
)
、
五
巻

一
冊

。
袋
綴
。
巻

十

一
～
十

五
の
み
の
零
本

。
近
世
中
期

写
。
料
紙
薄
様

。
表
紙

は
逸
失
。
墨
付

八
六
丁
。
流
布
本
系
か
。

和
歌
三
部

抄

升

二

八
・
五
×
一
八
・
○
糎
)

三
巻

一
帖

。
綴
帖
。
表
紙

楚

原
装

、
藍
紙
、
水
流
文
様

。
墨
付

三
七
丁

。

一
首
二
行
書

。
内
容
は
、
詠
歌
大

概

・
未
来
記

・
雨
中
吟
十
七
首

・
百
人

一
首
を
収

む
。
巻
末
識
語
は
、

此
三
部

抄
者
依
防
州
山

口
数
松
所
望
染
悪
筆
者
也

慶
長
十
九
暦
林
鐘
上
旬

法
橋
玄
仲

(花
押
)

こ
れ
は
書
写
者

の
識
語
と
認
め
て
よ
い
。
外
題

(題
籏
)
に
も
、

「法
橋
玄
仲
」

と
注
し
て
い
る
。

自
讃
歌

、
大

(二
四
.
○
×
う
六
・
九
癒
)

一
帖
。
東
常
縁

の
自
讃

歌

抄

で

あ

る
。
室
町
末
期
写
。
綴
帖

、

料
紙
楮
紙
。

表
紙

は
原
装
、

金
茶
地
、

金
綱
椴

子
、
鳳

團
牡
丹
花
文
様
、
墨
付
四

一
丁
、

一
面
九
行
。
歌
数

一
七
○
首
。

一
首

一
行
書

。
序
文
も
奥
書

も
な
い
。
巻
頭

に

「自
讃
歌
作
者
等
注
」
と
し

て
、
後

鳥
羽
院
以
下
十
七
名

の
出
自
を
簡
単
に
記
す

。
巻
頭

「桜

さ
く
」

の
歌

の
注

は

「
後
鳥
羽
院

の
御
製
女
房
と
も
あ
り
帝
王
の
御
歌
を
は
是
非

を
さ
た
め
ぬ
事
也

遠
花
は
あ
か
ぬ
物
な
り

俊
成
卿

の
九
十
の
賀

の
御
歌
と
も
」

。
巻
末

「山

里

に
」

の
歌

の
注
は

「
い
ま
は
う
れ
し
き
に
よ
り
よ
き
事
を
は
他

に
あ
た

へ
た
き

の
こ
ゝ
う
な
り
」
と
あ
る
。
包
紙

に
は

「
外
題

菊

亭
内
大
臣
御
筆
/
自
讃
歌

蜷
川
新
右
衛
門
尉
親
当
筆
」
と
あ
り
、
扉
に
貼
ら
れ
た
畠
山
牛
庵

の
極
札
に
も

蜷
川
親
当
と
す
る
。
親
当

は
、
続
頻
従
三
九

四
所
収
正
徹

の

「
詠
百
首
和
歌
」

の
筆
写
者

で
あ
る
。
ま
た
函
蓋

の
表
に

「
可
児
家
珍
襲
」
と
あ
り
、
蓋

の
裏

に

は

「大

正
七
年
極
月
於

亀
城
山
下
/
斗
霞
居
士
策
」
と
あ

る
。

〔
自
讃
歌
抄
〕

半

(一二

・
二
x
一
五
・
九
額
)

一
冊
。
永
正
九
年

写
。
料
紙

は
楮
。
表
紙
は
失
わ
れ
て
、
大
和
綴
じ
で
あ

る
。
奥
書

は
、

「
右
之

歌
書
事
任

本
書
之
/
色

々
御
審
心
多
か
る

へ
く
候
/
少
も
筆
者
之
無
裁
度
候
/

(暑
名
塗
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り
漬
す
)
/
永
正
九
年

霜
月
十
八
日
書
之
」

と
あ
る
。

写
者

の
識
語
と

思

わ
れ

る
。
内
容
は
、
東
常
縁

の
自
讃
歌
抄

で
あ
る
が
、
前
項
と
は
大

違
あ
り

、
巻
頭

「
桜
さ
く
」

の
歌

の
注

は
、

「
永
日
な
れ
と
も

み
し
か
く
お
も
ひ
て
あ
か
ぬ
色

ヘ
マ
マ
)

な
り
、
遠
山
鳥

の
し
た
り
尾

と
は
な
か
く

し
と

い
は
ぬ
た
め
也

こ
れ
を
は

つ
ひ
/

山
鳥

の
尾

の
し
た
り
尾
と
は
/

と

く

な

か

き
を
也

本
歌

に
人
丸
あ
し
ひ
き

の
山
鳥

の
尾

の

(下
略
)

」
と

あ

り
、

巻

末

「山

里

に
」

の
歌

の
注
は
、

「
山
庵

に
引
籠

て
昔
を
お
も

へ
は
色

々
う
き
香

に
め
て
て

花
鳥
風
月

の
み
を
友
と
せ
し
事
く

や
し
き
と
な
り

我

こ
と
く
世
を

い
と
は
ん

友
も
か
な
く
や
し
か
り
し
昔
を
か
た
り
な
く
さ
ま
ん
と
な
り
/

一
、
う
き
世

い

と
は
ん
と
は
思
心
は
詩

人
か
ん
い
な
き
人

と
な
り

、
我
は

い
や
し
き
山
賊
と
な

り

さ

て
こ
そ
う
き
世

い
と
は
ん
友
も
か
な
と
な
り
」
と
あ
る
。

さ
ら
に
こ
れ

に
続
く
巻
末
附
載
発
句
他

は
注
目
さ
れ
よ
う
。

「
正
月
廿
五
日

梅
は
世

の
に
こ
り
に
し
ま
ぬ
匂
哉

政
資

(私
注
・
細
川
政
資
か
、
明
応
頃
の
人
)
」

以
下

、

「
花
と
見
て
雪
や
に
ほ
は
ん
冬
梅

(友
祐
)
」
ま

で
十
二
句

。
作
者
名

は
こ
の
二
人

の
み
。
さ
ら

に
こ
れ
と
前
記

の

「
右
之
歌
書

」
云
々
の
識
語
を
距

て
て
、
そ
の
裏
面

に

「佐

州
に
て
の
連
歌
」
と
記
し
て
短
連
歌

一
首
と
短
歌
三

首
を
書
き
留
め
る
。
後
者
は

「
三
条

西
殿

(実
隆
力
)」

と
し
て

「
池
上
春

風
/

浦
ち
か
く
よ
り
て
帰

ら
ん
し
ら
波

の
こ
や
の
あ
し
垣
夕
か
ほ
の
は
な
/

三
月

三

日
御
歌
/
仙
人
の
折
し
と
そ
思
ふ

一
枝

の
分

て
色

こ
き
桃

の
く
れ
な
ゐ
/
御
返

歌
宗
綱
/
言
の
葉

の
花
よ
色
か
ふ
み
口
ね

の
詠

め
は
つ
き
し
春
毎

に
見
む
」
。

「
宗
綱
」
は
松
木
宗
綱
か
。

神
紙

和
歌

半

(二
○
・
○
×
一
五
・
五
糎
)

一
帖

。
零
本

(後
半
逸
)

。
室

町
中
期
写

。
綴
帖
。
表

紙

・
裏
表
紙
と
も
失
わ
れ
て

い
る
。
墨
付

一
七
丁
。
白

紙
ナ

シ
。
天
地
を
改
装
に
際

し
や
や
切
り
詰
め
た
ら
し
く
、
下
端

の
文
字
が
読

め
な
い
個
所
が
多

い
。

一
面
十

一
～
十

二
行
。
和
歌

一
行
書

。
諸
神
社
毎

に
そ

れ

に
ま

つ
わ

る
和
歌
を
集
め
た
も

の
。
伊
勢

・
宇
佐
宮

・
男
山

・
石
清
水

・
賀

茂

・
斎
宮

・
貴
船

・
春

日

・
日
吉

・
山

王

・
北
野

・
稲
荷

・
熊

野

・
那
智

・
香

椎
宮

・
諏
訪

・
三
輪

明
神

・
葛

城
神

・
玉
津
嶋

・
出
雲
大
社

・
鹿
嶋

の
二
十

一

社

。
内
題

の

「神
祇
和
歌
」
は
巻
頭
に
位
置
す
る
が
、
第

一
く
く
り
三
枚

の
中

の
、
第

一
丁
は
破
れ

て
失
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が
原
本

の
巻
頭
か
、
否
か

は
正
確

に
は
分

り
に
く

い
。
し
か
し
、
単
な
る
部
立

て

な

ら

ば
、

「
神
祇
和

歌
」
と

い
う
改
ま

っ
た
標
出

の
し
か
た

は
、
否

然
と
思
わ
れ
、
や
は
り

、
破

れ
去

っ
た
第

一
丁
は
、
表
紙
か
、
扉

の
類
で
あ

っ
た
と
見
た
い
。
歌
数
は
全

一

四
四
首
。
巻
頭

の
和
歌
は
、
伊
勢

で
、

「
跡
た
れ

て
幾
万
代
の
宮
柱

八
十
年

は

過
ぬ
[
日
な
み
」
巻
末
は
、
破
損

の
た
め
読
み
難

い
が
、
鹿
嶋

で
、
四
首
中

の

初

め
の
歌

は
、

「色

か

へ
ぬ
桧
原
松
む
ら

霜
置

て
神

の

か

し

ま

は

代

々

の

[
〕
」

。
こ
の

「松
」

の
右

に

「
杉
」

、

「
置
」

の
右

に

「
ヲ

へ
」
と
校

異
を

記

し
て
い
る
。
国
書
総
目
録

に
よ
れ
ば

、

「
神
祇
和
歌
」
な

る
書
名
は
他

に
見

当
ら
な

い
。

宝
治
歌
合

大

(
二
六
・
七
x
冗

・
二
糎
)

二
巻
二
帖

。
綴
帖
。
近
世
初
期

写

。
内
題

に
か
く
あ

る
が
、
い
わ
ゆ
る

「
後
嵯
峨
院
歌
合
」

で
あ
る
。
表
紙
打

曇
料
紙
。
本
文
料
紙
は
楮
紙

、
色
替
り
。
墨
付

、
上
巻

二
八
丁
、

下

巻

四

○

丁
。
本
文
は
類
従
本
を
補
正
す

べ
き
個
所
が
若
工
う
あ
る
よ
う

で
あ
る
。
末
尾

に

続
け

て
、勝
負

の
目
録
を
掲

げ
る
。
さ
ら
に
巻
末

に
蓮
性
陳
状
を
附
載
す
る
が
、

末
尾
は

「御
披
露

の
後
は
ひ
き
破
ら
る

べ
く
候
あ
な
か
し

こ
」

で
終
り
、
以
下

は
な
い
。
田
村
先
生

の
印
記
以
外

に

「北
畠
文
庫
」

(朱
万
印
)

印
が
あ
る
。

弘
長

百
首

大

(二
五
・
五
γ
天

・
○
糎
)

一
帖
。
綴
帖

。
近
世
初
期
写
。

表

紙
緑
布
地
、
雷
文
繋
牡
丹
花
文
様

。
鳥

の
子
料
紙
、
墨
付
四

二
丁
。
外

題
は

な
い
。

歌
枕
名
寄

大

(二
二
・
七
×
一
六
・
一
看
)

八
巻

二
帖
。
但

し
、
巻

二
十

一
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～

二
十
四
、
二
十
九
～

三
十
二
の
み
の
零
本
。
近
世
中
期
写
、
綴
帖

。
料
紙
薄

様
。
墨
付

、
上

=
二
一
丁
、
下

=

一八
丁
。
表

紙
脱

。
扉

翁
在
の
表
紙
〉

に
紙

片
を
貼
り
、
目
録
を
記
す

(田
村
先
生
の
筆
蹟
で
あ
る
)
。
内
容

は
、
上
冊
巻

二
十

一

は
武
蔵
か
ら
常
陸
ま

で
東
海
部

、
二
十

二
～
二
十

四
は
近
江
、
下
冊
巻

二
十
九

は
北
陸
部

、
巻

三
十
は
山
陰
部

・
巻

三
十

一
～
三
十

二
は
山
陽
部
。
本
文
中
、

校
異

・
左
注

・
労
注
等
あ
り
、
欄
外

に
頭
注
集
付
あ

り
。
上
冊
末
尾
に
識
語
、

「
従
白
雲
以
下
至
益
原
里
者
写
本
落
之
他
本
校
合
之
時
書
入
之

侃
次
第
不
同

皆

一
所
載
之

了
」
。

〔
歌
枕
名
寄
〕

大

(二
二
.
五
x
=
ハ
・
二
額
〉

一
帖
。
零
本

。
近
世
中
期

写
。
綴
帖

。
墨
付

一
五
四
丁
。
料
紙
楮
緩
。
表

紙

・
裏
表
紙
と
も
に
逸
。
歌
枕

を

い
ろ
は
順
に
配
列
、

「
石
蔵
」
か
ら
、

「
し
」

の

途

中

「
白

菅

湊
」
ま
で

で
、
以
下

は
侠
し

て
い
る
。
(今
井
記
)

江

戸
文
芸
も
し
く
は
江

戸
時
代
板
本

類
は
、
先
生

の
御
専
攻

か
ら
は
若
干
は

つ
れ
る
も

の
ゆ
え
、
御
集
書

に
当

っ
て
も
そ
れ
ほ
ど
意
を
用
い
ら
れ
た
も

の
で

は
な
か

っ
た
ら
し

い
。
い
わ
ば
御
趣
味

の
範
囲

に
お

い
て
集

め
ら
れ
た
も

の
ゆ

え
、
特
色

は

一
に
九
州
俳
書
を
中
心
と
し
た
連
歌
俳
譜
の

一
群

と

、

二

に
法

帖
、
画
譜
等

の
美
術
書

が
や

ゝ
纏

っ
た
も
の
で
あ

っ
た
よ
う
だ

が
、
連
俳
書

に

関

し
て
は
、
先
生
御
生
前
か
ら

の
御
縁
故
も
あ

っ
て
、
特

に
大
内
氏

に
御
願
い

し
て
紹
介

の
文
章

を
記

し
て
戴

い
た
。
美
術
書
類
は
軸
物
類
と
共

に
北

九
州
美

術
館

に
寄
托
さ
れ
た
の
で
、
何
れ
そ
の
内
容

の
発
表
も
あ
ろ
う
か

と

思

わ

れ

る
。
こ

、
で
は
そ
の
他

の
書
籍

の
中

か
ら
若
干
を
選
ん
で
報
告
す
る
。

先

づ
古
活
字
本

が
十

二
種
四
十

一
冊
を
数
え
る
。

六
稻

大
本

一
冊
。
栗
皮
表
紙
。
八
行
十
七
字
。
慶
長

五
年
刊
。
所
謂
伏

見
版

の

一
で
、
初
板
は
慶
長

四
年

の
も

の
で
あ
る
が
、

こ
の
五
年
板

は
川
瀬

一

馬
氏

の

「
増
補

・
古

活
字
版

の
研
究
」

(以
下

「研
究
」
と
略
記
)

に
も

、
こ
の
田

村
本
を
孤
本
と
し
て
著
録
す
る
。

三
路

大
本

一
冊

栗
皮
表
紙

八

行

十

七

字
。
慶
長

五
年
刊
。
前
記

「六
噛
」
と
同
時

の
刊
行

で
あ
る

こ
と
は
、
そ
の
書
型
か
ら
み
て

間

違

い

な

い
。
こ
れ
も

「
研
究
」

に
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
本
と

こ
の
田
村
本

の
二
部
の

み
が
記
さ
れ

て
い
る
。

続
錦
繊
段

大
本

一
冊
。
栗
皮
表
紙

。
九
行
。
慶
長

刊
か
。

『
研
究
」
記

載
の
も

の
と
同
種
。

増
鍍

大
本

六
冊
。
黒
色
表
紙
。
十

二
行
。

「
研
究
」

に
慶
元
活
字
版
と

し
て
記
載

の
も

の
と
同
種

。
但
し

こ
の
田
村
本

に
は
第

一
冊
目
を
除
く
他

の
五

冊
に
、
そ
れ
ぞ
れ
表
紙
左
肩

に
、
本
文
と
同
種

の
活
字

を

用

い

て

「
ま
す
上

末
」

「
ま
す
中
本
」

「
ま
す
中
末
」

「
ま
す
下
本
」

「
ま
す
下
末
」
と
印
刷
さ

れ
た
、
縦
六
糎

、
横

一
・
五
糎

の
短

冊
型

の
小
紙
片

が
貼
布
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
も

や
は
り
題
策

の

一
種

で
は
あ
ろ
う
が
、

「
弘
文
荘
古
活
字
版

目
録
」

に
は

こ
の
田
村
本

と
全
く
同
種

の

「増
鏡
」

に
通

常
の
立
派
な
題
筆
が
六
枚
完
備
し

た
も

の
を
掲
載
し
て
あ
り
、
田
村
本

の
様
な
事
例

は
筆
者

の
管
見

に
は
入
ら
な

い
。枕

草

子

大
本
四
冊
。
丹
表
紙
。
十
三
行

。
巻

五
の

一
冊
を
欠
く
。

「
研

究
」

に
第

三
種

の

ハ
種

の

一
と
し
て
田
村
本
も
著
録
さ
れ
る
。

国
清

百
録

大
本
四
冊
。
朽
葉
色
表
紙

。
十
行
。

「唯

心
院
蔵
」

の
朱
印

あ
り
。

「
研
究
」

に
は
天
海
版

一
切
経
の
内

の

一
か
と
し
て
、
田
村
本
も
著
録

さ
れ
る
。

十

不
二
文

心
解

大
本

一
冊
。
改
装
。
十
行
。

「
研
究
」

に

著

録

さ

れ

る
。
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栄
花

物
語

大
本

十
六
冊
存

。

(四
冊
欠
)
。
栗
皮
表
紙
。
十

一
行
。
欠
は

巻
三
、
四

、
五
、
六
、
廿

一
、
廿

二
、
計
五
、
晋
六

の
八
巻
四
冊
分

で
あ
る
。

「
研
究
』

に
著
録
さ
れ
る
。

新
古
今
和
歌
集

大
本

一
冊
。
上
巻

の
み
存
。
丹
表
紙

。
十
行
。

『
研
究
』

に
言

う
第

二
種
本

に
あ
た

る
。

源
氏
小
鏡

大
本

一
冊
。
中
巻

の
み
存
。
丹
表
紙

。
十

二
行
。

「
研
究
』

に
著
録
さ
れ
る
。

武
家
諸

礼
集

(小
笠
原
七
礼
)

大
本
四
冊

(三
研
欠
〉

。

紺
表

紙

。

十

二

行
。

「光
顔
誉
」

の
黒
印
あ
り
。

「酌
之
次
第
」

「
通
之
次
第
」

「
元
服
之
次

第
」

「書
札
之
次
第
」

の
四
冊
分
存
。

「研
究
』

に
言
う
慶
元
中
刊
十

二
行
本

に
あ
た
る
。
各
丁
表

ノ
ド
の
部
分

に

「
一
の

一
」
の
如
く

に
上
部

に
巻
数
、

下
部

に
丁
数
を
印
刷
す

る
。

武
家
諸
礼
集

大
本

一
冊

。

「通
之
次
第
」

の

一
冊

の
み
。
黒
色
表
紙

。

十
二
行

。

『
研
究
」

に
言
う
元
寛
活
字
十

二
行
本

に
あ
た
る
。
前
項

の
も
の
に

見

え
る
よ
う
な
巻
数

・
丁
数

の
印
刷

が
な
い
。

古
活
宇
本
以
外

に
特
記
す

べ
き
は
次

の

一
本

で
あ
る
。

〔
延
宝
三
年
踊

唄
〕

升
形
に
近

い
小
本

の
写

本
三
冊
。
何

れ
も
共
紙
衷
紙

の
仮
綴
じ
。
初

め
の
二
冊
は
表

紙

左

肩

に

「上
」

「
下
」
と
墨
の
打
付
書
あ

り
、
墨
付

は
上
が
十
七
丁
、
下
が
十
四
丁
。
三
冊
目
は
衷
紙
中
央

に

「
や
よ
や

ふ
し
」

と
墨

の
打
付
書

あ
り
、
裏
表
紙
に

「
ゑ
ん
ほ
う
三
ね
ん
/

三
月
吉
日
」

と
墨
書

。
墨
付
は
三
十
二
丁
半
。

こ
の
書

は
早
く

「
国
学
院
雑
誌
」
昭
和
七
年

三
月
号
に
、
当
時
田
村
先
生

の

同
僚
で
あ
ら
れ
た
安

田
喜
代
門
氏
に
よ

っ
て

「
延
宝

三
年
踊
歌
」

の
仮
題
で
新

資
料
と
し

て
紹
介
さ
れ
、
同
誌
、
同
年

四
月
号

に
は
藤

田
徳
太
郎
氏

に
よ

っ
て

追
考
が
記
さ
れ
、
更

に
翌
昭
和
八
年

九
月

に
日
本
古
典
全
集

・
第
四
期

「歌
謡

集
」
中
巻

に
全
文
が
翻
印
さ
れ

て
い
る
。

そ
の
他

三
千
点
ほ
ど
に
の
ぼ
る
板
本

・
写

本
の
中

に
は
趣

味
家
と
し
て
の
先

生

の
御
目

に
と
ま

っ
た
珍
本
類
が
な
お
数
え

ら

れ

る

が
、
紙
数

の
都
合
も
あ

り
、
次
項
大
内
氏
に
よ
る
連
俳
書

の
紹
介

に
ゆ
ず
る
。

(中
野
記
)

本
文
庫

の
連
歌
関
係

の
も

の
は
二
十
六
点
で
あ
る
。
初
め

に
作
品

の
方
か
ら

あ
げ

る
と
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ

る
。

賦
薄
何
連

歌

巻
子
本

一
巻

(箱
入
)

室
町
末
期
写

「
柴
屋
寺
宗
長
筆

賦
薄
何
連
歌
」

の
田
村
先
生
筆

の
貼

紙
が
あ

る
。

発
句

「
た
か
た
め

の
卯
花
月
夜

ほ
と

ゝ
き
す
」
。
宗
長

・
宗
碩
両
吟

の
百
韻
。

賦
何
人
連
歌

巻
子
本

一
巻

(箱
入
)

室
町
末
期
写

田
村
先
生
筆

に
て

「
水
無
瀬
三
吟
」

と
貼
紙
。
発
句

「
雪
な
か
ら
山
も

と
か

す

む
ゆ
ふ

へ
哉
」
。
宗
祇

・
肖
柏

・
宗
長

三
吟
百
韻
。

賦
初
何
迎
歌

巻
子
本

一
巻

(箱
入
)

近
世
初
期
写

箱
書

「
連
歌
師
昌
侃
墨
跡
巻
物
」
。
元
和
九
年

四
月
十
日
玄
琢
亭

に
て
興
行
。

発
句

「
世

の
人
の
い
ひ
は
や
す
名

や
時
鳥
」
。
作
者

は
昌
琢

・
玄
琢

・
玄
仲

・

禅
昌

・
昌
侃

・
禅
意

・
玄
陳

・
慶
純
な
ど
十

一
人
。
そ
の
後

に

「元
和
九
年
於

三
宮
様
御
月
次
」

の

「
賦
何
路
連
歌
」
百
韻
を
録
す

。
発
句

「
花
紅
葉

一
木

に

み
ゆ
る
若
葉
哉
」

。
作
者
は
公
業

・
寿
仙

・
善

昌

・
玄
陳

・
光

理

・
円
政

・
氏

顕

・
昌
侃

・
水

・
玄
的

・
昌
琢
な
ど
十
三
人
。

賦
何
船
連
歌

横

一
冊

近
世
初
期
写

田
村
先
生
筆

「
石
山
千
旬
」

の
貼
紙
あ
り
。
天
文

二
十
四
年

八
月
十
五
日
興

行
。
発
句

「
諸
人

の
年

の
花

つ
む

若

菜

哉
」

。
作
者

は
蒼

(西
三
条
公
條
)
・
金

(大
覚
寺
義
俊
大
僧
正
)

・
宗
養

・
紹
巴
。
千
句
連
歌

の
第

一
巻
。
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賦

囎
字
露
躍
遷

歌

懐
紙

一
帖

写

正
保

二
年
閏
五
月

八
日
興
行
。
千
句

の
第
六
巻
。
発
句

「
か
や
り
火
は
賎
か

栖

の
し
る

へ
哉
」

。
作
者
は
御
作

代

・
好
重

・
形
俊

・
一
燈

・
良
眼

・
治
重

・

快
周

・
正
範

・
快

欽

・
実
運

・
氏
重
な
ど
。

賦
何
水
連
歌

懐
紙

一
帖

写

元
禄
十
五
年

二
月
十

三
日
興
行
。
千
句

の
第
十
。
発
句

「
老
松
も
緑
は
春

の

し

る
し
か
な
」
。
作
者

は
信
盛

・
信
亮

・
信
兼

・
兼
碩

・
快
寿

・
快
雅

・
就
重

・
心
堤

・
実
伝

・
快
状

・
良
暁

・
良
門

・
快
渕

・
昌
俊

・
昌
英
。

賦
何
人
遮
歌

懐
紙

一
帖

写

宝
永
三
年

十
二
月
吉
日
興
行
。
発
句

「
照
月
や
草
木
に
か
ろ
き
夜
半

の
霜
」
。

作
者
は
御
作
代

・
信
仙

・
信
盛

・
快
雅

・
信
賀

・
信
伯

・
快

鳳

・
氏
傍

・
仙
実

・
信
亮

・
快
倫

・
氏
直

・
昌
英

・
良
章

。

賦
何
路
連
歌

懐
紙

一
帖

写

享
保
八
年
五
月

九
日
興
行
。
発
句

「実

と
成
も
け

に
花
よ
り
そ
神

の
梅
」
。

作
者

は
御
作

代

・
信
恭

・
信
亮

・
信
伯

・
信
芳

・
信
廷

・
仙
実

・
昌
永

・
氏
滋

・
氏
方

・
仙
淑

・
仙
増

・
氏
治
。

賦
何
鳥
連
歌

懐
紙

一
帖

写

宝
暦
十

三
年
十
月

二
十
六
日
興
行
。
発
句

「
一
声
は
ね
ぬ
夜

の
夢
か
郭
公
」
。

作
者

は
知
英

・
清
喜

・
央
昇

・
貞
栄

・
徳
栄

・
庸
就

・
長
巻

・
明
主

・
英
信

・

孝
次

。
千
句
連
歌

の

「第

四
」
。

賦
何
木
連
歌

懐
紙

一
帖

写

宝
暦
十

三
年
十
月

二
十
六
日
興
行
。
発
句

「老

ぬ
と
も
愛
さ
ら
め

や
は
秋

の

月
」

。
作
者
は
長
券

・
知
英

・
庸
就

・
徳
栄

・
貞
栄

・
清
喜

・
央

昇

・
明
生
。

前
掲

「
賦
何
鳥
」
と
同

じ
千
句
連
歌

の

「第

六
」

。

賦
山
何
連
歌

巻
子
本

一
巻

近
世
前
期
写

寛
永
三
年
三
月
十
日
法
橋
昌
琢
古
今
伝
授
寛
宴
興
行
。
発
句

「開
よ
り
花
の

香
ふ
か
し
家
の
風
」
。
作
者
は
色

(八
条
宮
)
・
昌
琢

・
梧

(関
白
)
・
水
(高
松
宮
)

・
東

(竹
内
門
跡
)
・
実
顕
・
氏
成

・
昌
侃
・
玄
陳

・
慶
純

・宗
順
・
玄
的

・
保

睦
。昌

琢
亭
古
今
寛
宴
連
歌

巻
子
本

一
巻

近
世
前
期
写

寛
永
三
年
興
行
。
前
掲

「賦
山
何
」
と
同
一
連
歌
。
但
し

「山
何
」
の
賦
物

の
記
載
な
く
、
巻
末
に
句
上
げ
を
記
す
。

晋
仙
之
連
歌

巻
子
本

一
巻

近
世
初
期
写

発
句

「下
草
も
め
く
み
や
深
き
梅
の
雨
」
。
百
韻

一
巻
。
作
者
名
は
御
代

・

二
・
三
・
四
・
五
・
六
と
略
記
。

宗
因
点
連
歌
百
韻

巻
子
本

一
巻

近
世
初
期
写

発
句
以
下
二
十
五
句
を
欠
く
。
二
の
折
四
句
目

「
い
と
ゝ
露
け
き
野
辺
の
草

茨
」
以
下
を
存
す
。
作
者
不
明
。
付
墨
は
宗
因
。
巻
末

「付
墨
廿
九
句

此
内

長
三

宗
因

(花
揮
〉
」
。

宗
因
胤
遼
歌
百
目

巻
子
本
一
巻

近
世
初
期
写

田
村
先
生
筆
鷹
て

「俳
譜
百
韻

宗
因
点
」
と
貼
紙
が
あ
る
が
、
内
容
は
俳

譜
で
な
く
連
歌
。
発
句

「竹
に
生
て
閨
の
戸
近
し
秋
の
風
」
。
作
者
不
明
。
付

点
は
宗
因
。
巻
末

「付
墨
廿
八
句

此
内
長
三

宗
因

(花
押
)」
。

翼
廟
法
楽
千
句

横
本

一
冊

文
化
十
五
年
写

明
応
三
年
二
月
十
日
興
行
。
兼
載
独
吟
千
句
の
付
注
本
。
奥
書
に

右
正
本
之
事
内
藤
内
蔵
助
藤
原
朝
臣
護
道
談
儀
之
以
証
本
令
喬
写
畢
依
為

秘
蔵
細
字
書
付
臨
他
見
穴
賢
ミ
ミ

右
正
本
小
野
氏
傍
先
生
自
筆
以
本
書
写
畢

文
化
十
五
歳
二
月
朔
日

御
供
量
信
覚
行
歳
十
九
歳

と
あ
り
、
金
子
金
治
郎
氏
の
い
わ
ゆ
る
第
二
種
注
本
で
、
小
鳥
居
寛
二
郎
氏
本
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(文
政
±
二年
七
月
菅
原
信
隆
書
写
本
)
の
依
拠
本
に
当
た
る
も
の
(
「連
歌
古
注
聯
の
研

究
」
〉。

昌
程
追
魯
千
句

大
本

一
冊

安
永
九
年
写

表
紙
打
付
け
書
き

「日
法
千
句
」
。
日
法
は
昌
程
の
法
名
。
追
善
の
昌
陸
独

吟
千
句
で
、
第

一
巻
賦
何
木
の
発
句

「冬
の
日
の
く
る
ゝ
も
ま
た
て
う
き
身
か

な
」
。
但
し
そ
の
付
注
本
。
注
者
は
次
の
奥
書
に
よ
る
と
瀬
川
昌
坪
で
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

右
千
句
者
為
妙
心
院
昌
程
日
法
追
悼
昌
陸
法
眼
独
吟
之
処
也

武
州
瀬
川

氏
昌
坪
註
之

元
禄
六
癸
酉
年
暮
春
廿
五
日

安
永
九
庚
子
年
孟
春
書
写
之

鵜
鶴
尚
行

口
逸
年
並
連
歌
集

大
本
一
冊

近
世
末
期
写

天
明
六
年
よ
り
文
政
二
年
に
至
る
三
十
五
年
間
、
毎
年
正
月
十
一
日
に
里
村

昌
逸
の
立
句
に
よ
っ
て
興
行
さ
れ
た
百
韻
連
歌
三
十
五
巻
を
収
む
。

次
に
式
目
作
法
書
を
あ
げ
る
と
左
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

連
歌
新
式

大
本

一
冊

室
町
末
期
写

(紹
巴
筆
)

箱
書

「法
眼
紹
巴
連
歌
新
式

一
冊

外
題
近
衛
殿
前
久
公
御
法
名
龍
山
御

筆

極
札
有
之
」
。
琴
山
の
同
文
の
極
札
を
存
す
。
内
題

「連
歌
新
式
追
加
井

新
式
今
案
等
」
。
巻
末
に

「文
亀
辛
酉
林
鐘
上
溝

肖
柏
」
と
あ
る
。
奥
書
は

次
の
ご
と
し
。

此
式
目
者
芸
州
御
本
所
奉
応
尊
命
書
写
畢

一
校
之
次
記
之
者
也

天
正
十

七
年
孟
秋
下
旬
法
橋
紹
巴

(花
押
)

〔
連
歌
作
法
書
U

大
本

一
冊

近
世
初
期
写

新
式
の
注
本
で
、
新
式
今
案

・
和
漠
篇
を
付
す
。

「文
亀
辛
酉
林
鐘
上
漸

牡
丹
花
」
奥
書
本
の
転
写
本
。

連
歌
手
ホ
遣
葉

大
本

一
冊

近
世
初
期
写

内
題

「連
歌
て
に
を
は
乃
次
第
」
。
臭
書
は

此
本
者
以
宗
長
自
筆
之
本
令
校
合
者
也

右
中
弁
藤

(花
押
)

伊
呂
濃
新
式

上

桝
形
本

一
冊

近
世
初
期
写

内
題

「今
案
色
葉
新
職

上
」
。
巻
末
に

「伊
呂
波
新
式
上

慈
庵
道
字
(

花
押
)」
と
あ
り
。
後
に

「か
す
む
夜
は
む
な
し
き
月
の
ゆ
く
衛
哉
」
を
発
句

と
す
る
長
慶

・宗
養

・
紹
巴
三
吟
の
賦
何
人
百
韻
一
巻
を
録
す
。

遮
歌
新
式

半
紙
本

一
冊

近
世
初
期
写

内
題

「連
歌
新
式
追
加
井
新
式
今
案
等
」
。
表
続
共
紙
、

「尾
州
名
古
屋
大

文
字
屋
」
の
黒
丸
印
あ
り
。

連
歌
手
本
之
事

横
本

一
冊

近
世
中
期
写

鶴
書
連
歌
新
式
追
加
井
新
式
今
案
等

大
本

一
冊

近
世
中
期
写

匠
材
集

横
本
四
冊

寛
永
十
五
年
刊

原
題
策

・
丹
表
紙
の
美
本
。
刊
記

「寛
永
拾
五
年
孟
夏
吉
辰
刊
行
」
。

以
上
の
ほ
か
に

「級
古
帖
」
と
題
す
る
手
鑑
の
中
に
も
宗
祇
と
し
て

か
す
み
に
鳥
の
こ
ゑ
は
老
ゆ
く

夕
暮
の
日
は
う
ち
く
も
り
影
も
せ
て

た
の
め
し
物
を
そ
ら
も
あ
は
れ
め

あ
ひ
み
す
は
い
か
に
な
る
へ
き
我
な
ら
ん

は
か
な
や
か
ゝ
る
恋
を
や
め
て
よ

数
な
ら
ぬ
御
祓
河
原
の
つ
ら
き
せ
に

あ
ら
そ
ふ
道
も
た
つ
る
小
車

武
士
は
い
く
さ
の
庭
を
心
に
て

ふ
み
に
は
い
つ
か
身
を
も
よ
せ
な
ん

い
と
け
な
き
程
は
い
さ
む
る
か
ひ
も
な
し

の
自
筆
連
歌
懐
紙
の
切
れ
や
、
宗
碩
又
は
宗
碩

・宗
長
両
吟
の
そ
れ
ぞ
れ
の
連
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歌
懐
紙

の
切
れ
が
貼
付
さ
れ
て

い
る
こ
と
を

一
言
し
て
お
く

。

本
文
庫
の
俳
譜
関
係
の
書
籍
は
四
百
十
余
部
の
多
数
に
の
ぼ
る
。
田
村
先
生

御
生
前
に
お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
先
生
が
福
岡
に
御
来
任
の
頃
に
は
古
書

店
の
店
頭
で
よ
く
俳
書
を
見
か
け
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
手
あ
た
り
次
第
に
求
め
ら

れ
た
よ
し
で
あ
っ
た
。
多
分
、
本
文
庫
の
俳
書
の
大
半
が
、
戦
前
の
福
岡
市
内

で
購
入
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
か
九
州
俳
書
が
多
い
の
も
本
文

庫
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。
紙
数
の
都
合
で
す
べ
て
の
俳
書
名
を
掲
げ
る
わ
け
に
も

い
か
な
い
の
で
、
お
お
よ
そ
近
世
前
期
の
も
の
、
蕉
門
関
係
の
も
の
、
九
州
関

係
の
も
の
、
伝
書
な
ど
の
類
に
分
け
て
、
主
要
な
も
の
を
列
挙
し
、
必
要
に
応

じ
て
若
干
の
解
説
を
加
え
る
。
但
し
、
書
型
は
横
本
を
横
、
半
紙
本
を
半
の
ご

と
く
略
記
す
る
。
又
、
年
時
は
序
駿
等
に
見
え
る
も
の
な
の
で
、
必
ず
し
も
該

本
の
刊
行
年
時
を
意
味
し
な
い
。
特
に
後
刷
本
の
場
合
、
刊
行
年
時
の
推
定
は

著
し
く
困
難
で
あ
る
。

不
二
歌
仙

岡
西
惟
中
自
筆

巻
子
本

一
巻

近
世
初
期
写

発
句

「雪
は
頭
巾
物
躰
白
し
お
や
ち
の
山
」
に
始
ま
る
惟
中
独
吟
の
俳
譜
歌

仙
。
巻
末
に

「右
独
吟
の
一
巻
依
御
所
望
揮
毫
了

一
時
軒

(惟
中
の
朱
印
)
望

月
曳
」
と
あ
る
。

『近
世
文
芸

資
料
と
考
証

七
号
』
に
紹
介
ず
み
。

大
坂
独
吟
集

宗
因
批
判

横
二

延
宝
三
年

刊

上
の
み
原
題
策
の
一
部
を
残
す
。
下
は
虫
害
が
や
や
ひ
ど
い
。
諸
本
と
の
関

係
に
つ
い
て
は
未
考
。

し
ふ
う
ち
は
返
答

上

惟
中

半

一

延
宝
三
年

刊

増
山
井

季
吟

半

一

寛
文
三

刊

江
戸
戸
倉
屋
板
の
後
刷
本
。

増
補
は
な
ひ
草

小

一

延
宝
六
年

刊

わ
す
れ
貝

神
風
館
連

半

一

延
宝
七
年

刊

東
大
酒
竹
文
庫
と
伊
勢
神
宮
文
庫
に
伝
本
を
蔵
す
る
の
み
。
但
し
両
本
共
に

題
筆
剥
落
。
神
宮
文
庫
本
は

「杉
の
む
ら
立
」
の
仮
題
で
岡
本
勝
氏
に
よ
る
翻

刻
が
あ
る
。

(
「国
語
国
文
学
綴
」
第
二
十
九
集
〉
。
本
文
庫
本
も
題
籏
を
欠
き
、
田

村
先
生
筆
の

「わ
す
れ
貝
」
の
紙
片
を
貼
付
す
る
。

江
白
堂

晩
翠

横
一

元
禄
三
年

刊

備
前
岡
山
の
晩
翠

一
派
の
歳
旦
集
。
板
本
は
他
に
正
宗
文
庫
に
一本
を
蔵
す

る
の
み
。

誹
階
大
成
し
ん
し
き

鷺
水

半

一

元
禄
十

一
年

刊

誹
階
郷
多
津
物

蘭
道

半
一

元
禄
十
四
年

刊

伝
本
の
多
い
本
で
は
な
い
が
本
文
庫
に
は
版
本
二
本
を
蔵
す
る
。
但
し
二
本

を
比
較
す
る
に
タ
テ
の
長
さ
に
五
粍
ぐ
ら
い
の
差
が
あ
り
、
か
つ
表
紙
の
色
を

異
に
す
る
の
で
、
初
刷
本
と
後
刷
本
と
見
ら
れ
る
。

万
句
短
尺
集

和
英

横
一

宝
永
五
年

刊

題
策

「万
句
」
の
み
を
残
す
。
田
村
先
生
筆
の
貼
紙
に

「万
句
短
尺
集

岸
本
和
英
編

宝
永
五
年
成

弘
文
荘
目
録
第
十
九
号
四
七
頁

昭
和
二
十

五
年
四
月
」
と
あ
る
。
柿
衛
文
庫
と
天
理
綿
屋
文
庫
に
板
本
を
蔵
す
る
。

は
ら
、
子
集

友
墨

半

一

正
徳
五
年

刊

原
題
策
剥
落
。
田
村
先
生
筆

「は
ら
ゝ
子
集
」
の
紙
片
貼
付
。
第

一
丁
柱
刻

「初
丁

は
ら
、
子
集

ゐ
つ
ゝ
屋
板
」
と
あ
る
に
よ
る
と
見
ら
れ
る
。
本

文
庫
本
以
外
に
伝
本
を
知
ら
な
い
の
で

(岩
波
『国
書
総
目
録
』
に
も
未
記
載
)
、
序

肢
を
紹
介
し
て
お
く
。

玉
江
の
盧
の
か
り
そ
め
に
思
ひ
出
し
か
其
道
広
く
し
て
浅
水
の
雫
く

に

友
墨
の
名
を
染
め
て
今
見
る
石
の
海
と
な
り
山
と
成
花
ほ
と
ゝ
き
す
月
雪

の
感
此
集
に
見
よ
と
か
云
な
ら
し

正
徳
五
天

中
夏

言
水
序
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肢

佐
藤

姓
友
墨
子
近
曽
渡
歩
シ
テ
ニ
北

海

」

白
山

ノ
雪
鏡

石
川

ノ
紅
葉
眺

望
之

暇
成
テ
ニ
滑
稽
ノ
編
集

一
也
帰
路
ノ
瑚
袖

ひ
シ
干

一
軸
ヲ
一
来
而
強
テ
請
レ

肢
雛

三
完
二
不
分

二
其

ノ
絵

ロ
ヲ
一
不
得
二
固
辞

誘

.
卜
後

二
加
二
狸
語
ヲ
一云
爾

吟
花
堂
晩
山

刊
記

は

「
嵩
正
徳
五
乙
未
歳
林
鍾
上
漸

京

井

つ
ゝ
や
庄
兵
衛
板
」

。
入

集
者

に
方
山

・
鞭
石

・
言
水

・
昨
嚢

・
伯
蒐

・
宇
中

・
北
枝

・
涼
蒐

・
晩
山

・

雲
鼓
等

の
知
名
作
家
を
見

る
。

友
墨
子
旅
宿
の
つ
れ
く

を
と
ふ

雲
の
み
ね
雪
も
あ
れ
か
ら
あ

の
心

金
沢
北
枝

の
句
は
、
小
洒
編

「
蕉
門
名
家
句
集
」
未
収

句
で
あ

り
、
又
、

さ
月

の
そ
ら
友

墨
子
北
州

に
お
も
む
く
も

此
道
深
く
染
な
ん
と

の
志

に
や
そ
の
末

の
栄

こ

と
ふ
き
て

こ
と
の
葉
の
す
ゑ
摘
修
行
花
も
見
む

歯
固
や
と
は
云
さ
し
て
水
の
恩

淀
の
わ
た
り
の
ま
た
よ
ふ
か
き
に

な
か
れ
さ
る
夜
や
な
ら
茶
舟
ほ
と
ゝ
き
す

高
を
よ
り
帰
る
さ

は
な
葡
の
あ
ひ
の
紅
葉
や
君
か
為

河
辺
聞
千
鳥

碁
は
妾
に
く
つ
さ
れ
て
き
く
千
鳥
哉

帝
都
の
豊
な
る
有
さ
ま
を

炉
に
ね
ふ
る
浪
こ
そ
き
か
ね
須
磨
明
石

言
水

繋
藤
軒

言
水

言
水

言
水

言
水

言
水

等

の
言
水
句

の
入
集
を
見

る
が
、
「
こ
と
の
葉

の
」
は

『
元
禄
名
家
句
集
」
未
収

句

で
あ
り

、

「
歯
固
や
」

「
な
か
れ
さ
る
」

「
は
な
昏

の
」

「碁

は
妾

に
」

は

享
保

二
年

刊
の
言
水
句
集

「初
心
も
と
柏
」
に
見

え
る
も

の
で
あ
る
が
、
こ
れ

よ
り
早

い
出
典
を
確
認
出
来

た

こ
と
に
な

る
。

「
炉
に
ね
ふ
る
」
は
上

五

「
炉

の
眠
」

の
句
形
で
正
徳

五
年

の

「
小
太
郎
」

に
入
集
し
て
い
る
。

次

に
蕉
門
関
係

の
俳
書

で
は

「
冬

の
日
」

(半
一
)

・

「
ひ
さ

こ
』

(半
一
〉

・

「
阿
羅
野
』

(半
三
)
・

「
猿
義
」

(上
の
み
、
半

一
)
・

「
す
み
た
は
ら
」

(半
二
)

・

「
続
猿
蓑
」

(半
二
)
な
ど

の
七
部
集

の
各
板
本

が
所
蔵
さ
れ

て
い
る
が
、
刷

り
の
よ

い
も
の
は
少
な
く
、
い
ず

れ
も
享
保
期
前
後

の
後
刷
本

で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
他

に

俳
階
勧
進

牒

下

路
通

半

一

元
禄
四
年

刊

薄
茶
色
表

紙
。
原
題
策
。
刷

り
の
鮮
明
な
本

で
あ
る
。

桃
の
実
集

兀
峰

半

一

元
禄
六
年

刊

薄
水
色
表
紙

。
題
策
中
央

剥
落

。
打
付
け
書
き
に

「
桃
実
集
」
と
記
す

。
元

禄

の
板
本
は
伝
本
が
少
な
く
国
会

・
東
大
竹
冷
文
庫

・
正
宗
文
庫
と
本
文
庫
本

の
み
。

深
川
集

洒
堂

半

一

元
禄
六
年

(寛
政
二
年
の
西
村
版
)
刊

或
時
集

嵐
雪

半

一

元
禄
七
年

刊

句
兄
弟

其
角

元
禄
七
年

(安
永
六
年
の
登
明
写
不
)

半

一
写

枯
尾
華

其
角

半
二

元
禄
七
年

刊

㍊
枯
尾
華

其
角

半

二

(明
治
二
士

ハ年
の
永
槻
覆
刻
本
)

刊

有
磯
海

上

浪
化

半

一

元
禄
八
年

刊

芭
蕉
庵
小
文
庫

上

史

邦

半

一

元
禄
九
年

刊

緑
色
表
紐

。
原
題
策
。
刷

り
の
鮮
明
な
美
本

。

篇
突

彦
根

半

一

元
禄
十

一
年

刊

濃
紺
表
紙

。
原
題
策
。
美
本
。
裏
表
紙
に

「
享
保
参
戌
五
月
吉

日

泉
屋
」

と
墨
書

、

「
三
松
氏
」

の
印

あ

り
。

日
田
の
旧
家
泉
屋

こ
と
三
松
家

の
旧
蔵
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本
。弁

篇
突
集

去
来

半

一

(江
戸
申
期
)

写

表
紙

・
裏
表
紙
を
欠
く
。
去
来

二
百

五
十
年

忌
記
念

展
覧
会

に

「旅
寝
論
古

写
本
」
と
し
て
出
陳
。
巻
末
に

「
さ
か

の
ゝ
去
来
書

ゆ
き

ゝ
坊
写
之
」
と
あ

る
。
ゆ
き

ゝ
坊
を
往
来
坊
連
之
と
す
れ
ば
、
天

明
頃
の
筑
前
宗
像
の
人

。
古
典

文
庫

『
蕉
門
俳
論
集
』

に
大
内
に
よ
り
翻
刻
ず
み
。

宇
陀
法
師

李

由

・
許
六

半

一

(板
本
の
写
)

十

三
歌
仙

日
良

半

一

(板
本
の
写
)

巻
末

に

「
三
花
井

武
篤
写
之
」

「あ
た
ら
し
庵
」

の
墨
書
あ
り
。

正
風
彦
根
躰

許
六

半

一

正
徳
二
年

原
題
籏
を
有
し
、
刷
り
も
鮮
明
、
初
印
本
か
。

続
五
論

支
考

半

一

元
禄
十
二
年

俳
階
古
今
抄

支
考

半
五

享
保
三
年

俳
階
十
諭

支
考

大
三

享
保
四
年

刊
刊刊 刊

 

和
漢
文
操

支
考

大
六

(序
二
三
四
五
七
)
享
保
八
年

刊

新
撰
大
和
詞

支
考

大

(上
下
)
合

一

享
保
十
四
年

刊

独
こ
と

鬼
貫

去
来
抄

去
来

三
草
需

土
芳

半

二

享
保

三
年

大

一

(先
師
評
の
み

半

三

享
和
元
年

刊文
化
十
五
年
写

刊

本
文
庫
の
九
州
関
係
俳
書
は
四
十
余
部
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
他
に
伝
本
を

知
ら
ぬ
珍
し
い
本
も
か
な
り
あ
る
。

西
の
詞
集

釣
壺

半
哺

元
禄
十
四
年

刊

編
者
は
豊
後
日
田
の
人
、
吉
弘
氏
。
本
文
庫
の
他
に
柿
衛
文
庫
・
天
理
綿
屋

文
庫
に
板
本
を
所
蔵
す
る
の
み
。

枯
の
つ
か

哺
川

半

一

宝
永
二
年

刊

編
者
は
筑
前
箱
崎
の
隠
者
、
十
里
庵

(桧
月
庵
と
も
)
。
芭
蕉
塚

(馬
出
に
現
存
)

建
立
の
記
念
集
で
、
他
に
伝
本
を
知
ら
な
い
。
杉
浦
正
一
郎
先
生
に
よ
っ
て

九
大

「文
学
研
究

第
四
十
五
輯
』
に
翻
刻
。

漆
川

土
明

半

一

宝
永
二
年

刊

編
者
は
筑
前
漆
生
の
人
、
野
見
山
氏
。
四
方
郎
朱
拙
の
後
見
俳
書
の
一
。
本

文
庫
本
以
外
に
伝
本
は
知
ら
れ
な
い
。
杉
浦
正
一
郎
先
生
に
よ
っ
て
九
大

『文

学
研
究

第
四
十
六
輯
」
に
翻
刻
。

門
司
硬

程
十

半
一

享
保
十
三
年

刊

門
司
硯

甲

程
十

半

一

享
保
十
三
年

刊

編
者
は
小
倉
の
人
。
野
披
門
。
一
冊
本
と
甲
乙

(上
下
)
二
冊
に
分
か
っ
た
本

と
が
あ
り
、
一
冊
本
が
初
版
で
あ
ろ
う
と
の
田
村
先
生
御
生
前
の
お
話
し
で
あ

っ
た
。
鹿
大

「文
科
報
告

第
八
号
』
に
大
内
に
よ
り
翻
刻
。

此
如
月
草

枕
山

半

一

延
享
四
年

刊

編
者
は
長
崎
の
人
、
勝
木
氏
。
西
行
五
百
五
十
年
忌
な
ら
び
に
三
千
風
追
善

集
。
表
紙
裏
に

「厭
吾
亭
苔
路
」
の
墨
書
が
あ
り
、
筑
前
内
野
の
荒
巻
苔
路
の

旧
蔵
本
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

宿
の
花

下

里
舟

半
一

寛
延
四
年

刊

編
者
は
筑
前
赤
間
の
人
、
松
尾
氏
。
野
披
門
。
下
巻
の
み
を
本
文
庫
に
は
二

部
所
蔵
す
る
。
杉
浦
先
生
旧
蔵
本
も
下
巻
の
み
で
、
上
巻
は
未
発
見
。

松
の
響
集

・
波
掛
集

宇
麦

半

一

宝
暦
四
年

刊

筑
前
芦
屋
の
吉
永
素
蝶

・
芦
洲
父
子
の
追
善
集
。
本
文
庫
本
以
外
に
伝
本
は

知
ら
れ
な
い
。
義
仲
寺
叢
書
第

一
輯
と
し
て
大
内
に
よ
り
翻
刻
。

松
の
つ
ぽ
み

清
江

大

一

宝
暦
四
年

写
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編
者
は
筑
前
福
岡
の
人
、
そ
の
書
斎
を
無
言
室
と
号
し
、
そ
の
名
に
寄
せ
て

大
坂
な
ら
び
に
西
国
筋
の
諸
風
子
に
発
句
や
文
章
を
求
め
た
も
の
。
淡
々
の
句

を
巻
頭
に
そ
の
一
派
お
よ
び
野
披
流
俳
人
の
作
を
収
め
る
。
肢
文
は
湖
白
庵
浮

風
。
他
に
伝
本
は
知
ら
れ
な
い
。

な
つ
よ
も
き

下

佳
方

半

一

宝
暦
五
年

刊

佳
方
の
九
州
行
脚
記
念
集
。
天
理
綿
屋
文
庫
本
も
下
の
み
で
、
上
の
伝
本
は

未
だ
世
に
知
ら
れ
な
い
。

窓
の
春

上

浮
風

半

一

宝
暦
六
年

刊

朱
白
集

上

浮
風

半

一

宝
暦
十
二
年

刊

龍
門
湯
布

古
桂

半

一

宝
暦
十

一
年

(可
雲
の
明
和
五
年
写
)

編
者
は
豊
後
玖
珠
の
人
、
長
野
氏
。
巻
末
に

「明
和
五
年
子
文
月
中
旬
可
雲

(印
)
」
と
あ
る
。
板
本
の
伝
本
は
稀
少
。

そ
の
行
脚
集

上

諸
九
尼

半

一

宝
暦
十
三
年

刊

高
津
野
翁
二
十
五
回

江
淺

半

一

明
和
四
年

刊

編
者
は
福
岡
の
刀
鍛
冶
信
国
大
和
守
俊
寿
。
野
披
の
追
善
集
と
し
て
他
に
伝

本
は
知
ら
れ
な
い
。
文
雄
序
。
文
下
肢
。

「追
加
」
の
中
に

百
生
り
に
お
も
ふ
形
な
し
後
の
月

浅
生

の
句
が
見
え
る
。

五
色
水

杏
扉

大

一

明
和
五
年

写

編
者
は
福
岡
の
人
、
山
崎
氏
。
野
披
高
弟
杏
雨
の
息
。
享
保
十
二
・
十
三
の

二
年
間
、
来
遊
し
た
野
披
と
福
博
連
衆
の
発
句
や
一
座
し
た
連
句
の
山
崎
家
に

伝
存
し
て
い
た
句
稿
を
、
杏
扉
が
年
代
順
に
整
理
筆
写
し
た
も
の
。

「
(不
明
・

一)」

「
鹿
の
足

二
」

「冬
木
立

三
」

「蔦
の
宿

四
」

「百
の
赤
子

五
」

「下
つ
ゝ
し

六
」
の
六
巻
か
ら
成
る
。
本
書
の
内
容
か
ら
当
時
の
野
披

の
動
静
を
整
理
し
た
田
村
先
生
の
便
箋
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
の
で
次
に
あ
げ
て

お
く
。

「巻

一

享
保
十
二
年
仲
夏

(五
月
)
十

二
日

全

名
月

(八
月
十
五
日
〉
十
六
夜

巻
二

巻
三

巻
四

巻
五

巻
六

雪
見
舟

享
保
十
二
年

九
月
廿
八
日

全

十
月
廿
四
日

人
工

十
月
廿
五
日
野
披
恰
土
郡
へ
出
発

ム
⊥

十

一月
七
日
青
隅
堂
に
帰
る

享
保
十

二
年

十
月
廿
六
日

全

+
一月
五
日

野
披
留
守
中

享
保
十

二
年

十

一
月
十
八
日

全

十

二
月
十
四
日

享
保
十
三
年

歳

旦

全

上
巳

(三
月
三
日
〉

享
保
十
三
年

三
月
廿

一
日

全

重
陽

(九
月
九
日
)
」

杏
扉

半

一

明
和
五
年

刊

編
者
の
両
親
で
あ
る
杏
雨
並
び
に
市
女
の
追
善
集
。

珠
の
し
ぐ
れ

可
雲

半

一

明
和
七
年

刊

編
者
は
筑
前
甘
木
の
人
。
紫
城
庵
市
遊
の
一
周
忌
集
で
、
他
に
伝
本
を
知
ら

な
い
。

青
幣
白
幣

上

計
圭

半

一

明
和
八
年

刊

編
者
は
筑
前
春
吉
の
人
。
野
披
門
。
筥
崎

・
住
吉

・
宰
府
の
三
社
奉
納
集
。

下
の
み
福
岡
市
の
吉
永
家
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
両
書
を
合
わ
せ
て
本
集
の
全

容
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

肥
後

熊
本
斜
日
門

横

哺

明
和
八
年

刊
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筑
後

柳
河
連
中

横
一

明
和
九
年

刊

春
賀

亀
翁
山
連
中

横

一

明
和
九
年

刊

嶺
の
雲

杏
扉

大

一

明
和
九
年

写

杏
扉
の
独
吟
俳
譜
千
句
。
頭
注
を
付
す
。
追
加
と
し
て
諸
九
・
杏
扉

・
計
圭

・
文
離

・
宇
白
五
吟
百
韻
を
収
め
る
。
他
に
伝
本
を
聞
か
な
い
。

秋
か
せ
の
記

諸
九
尼

中

一

明
和
九
年

写

巻
末
に

「安
永
七
戊
戌
歳
閏
七
月
吉
旦
写
之

千
原
錦
川
」
と
あ
り
、
錦
川

は
豊
後
日
田
の
人
。
秋
か
せ
の
記
の
写
本
と
し
て
は
最
も
古
い
。

松
の
林

杏
扉

半

一

安
永
七
年

刊

原
題
策
、
紺
色
表
紙
の
美
本
。

「林
直
増
家
蔵
」
の
印
記
あ
り
、
伝
本
は
題

策
を
欠
く
筆
者
架
蔵
本
と
二
本
の
み
。

散
花
集

我
山
・
巴
文

半

一

安
永
七
年

刊

編
者
は
共
に
小
倉
の
人
。
春
渚
の
三
回
忌
集
。
自
在
庵
序
、
杜
秋
肢
。
巻
頭

に
春
渚
の
画
像
を
掲
げ
る
。
伝
本
を
他
に
聞
か
な
い
。

鉢
嚢

吾
調

半

一

天
明
元
年

刊

編
者
は
豊
前
落
合
の
人
、
五
調
に
同
じ
。
遊
五
門
。
自
序
、
巻
末
に

御
状
致
拝
見
候
弥
御
堅
固
之
由
珍
重
奉
存
候
然
者
御
知
因
之
句
書
著
被
成

候
由
二
て
愚
吟
も
遣
候
様
被
仰
下
即
三
四
句
進
申
候
浪
速
二
も
余
分
遣
候

ヘ
ハ
若
同
句
出
板
之
義
も
難
計
候
且
ツ
集
号
之
儀
風
流
面
白
奉
存
候
折
節

船
之
衆
差
急
れ
早
々
申
残
候

已
上

卯
月
三
日

風
律

五
調
様

美
し
き
事
も
忘
て
花
見
か
な

花
の
あ
る
木
と
も
犯
す
杜
若

の
手
紙
を
肢
文
に
用
い
る
。
他
に
伝
本
を
知
ら
な
い
。

と
も
目

釣
鰻

半
一

天
明
三
年

刊

釣
蜆
は
杏
扉
の
後
号
。
一
枝
序

・
自
序
。
有
良
々
亭
駿
。

松
和
翁
遣
吟

半

一

天
明
六
年

刊

松
和
は
黒
田
藩
士
杉
山
遅
仙
、
そ
の
一
周
忌
集
。
釣
蜆
の
諌
に
つ
づ
け
て
松

和
の
句
文
を
収
め
る
。
伝
本
を
聞
か
な
い
。

筑
前

博
多
俗
仙
庵
連
中

横

一

寛
政
三
年

刊

蕉
禽
百
回
忌

蝶
酔

半
一

寛
政
五
年

刊

鉄
線
花

上

不
山

半
一

寛
政
五
年

刊

不
山
は
杏
扉

(釣
観
)
の
後
号
。
杉
浦
先
生
旧
蔵
本
に

「下
」
の
み
あ
り
、
本

文
庫
本
と
合
わ
せ
て
本
集
の
全
容
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

醐
夜
桃

良
山

豊
肥
紀
行

青
如

静
心
集

仙
李

三
仏
会

玉
屑

筑
紫
貝

魯
白

自
由
庵
瓢
風
句
集

半
二

寛
政
六
年

刊

中

一

寛
政
六
年

写

半

一

文
化
二
年

刊

半
三

文
化
八
年

刊

半
二

文
化
八
年

刊

大

一

文
化
十
二
年

写

瓢
風
の
吟
の
あ
と
に
対
竹

・
葛
三
・
瓢
風
三
吟

「梅
か
香
や
」
の
歌
仙
並
び

に
諸
家
の
句
を
録
す
。
そ
の
中
に
次
の
句
が
見
え
る
。

嬢
捨
し
奴
も
と
こ
そ
の
草
の
露

雲
水

一
茶

巻
末
に

「文
化
十
二
丑
十
月
廿
九
日
写

松
鳥
月
国
」
と
あ
り
。

ふ
た
葉
の
霜

魯
杏

半

一

文
政
五
年

刊

春
の
雪

弗
水

半
一

文
政
七
年

刊

タ
く
れ
集

坤

瓢
風
門
下
連

半
一

文
政
十

一
年

刊

散
さ
く
ら

箱
庵

半
一

文
政
十
二
年

刊

対
馬
の
曙
堂
の
追
善
集
で
、
そ
の
遺
稿
を
も
収
録
。
他
に
伝
本
を
聞
か
な
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い
。四

川
扇
集

通
玄

半
哨

文
政
十
三
年

刊

長
崎
の
祥
禾
十
三
回
忌
集
。
海
雲
序
、
蒼
虹
肢
。
他
に
伝
本
を
知
ら
な
い
。

武
芝
集

蕎
居

半

一

天
保
四
年

刊

折
華
集

士
焉

半
一

天
保
五
年

刊

秋
風
庵
文
集

月
化

大
二

天
保
十

一年

刊

夢
塚
集

斗
丈

半
二

天
保
十
四
年

刊

う
め
か
と
集

呉
石

半

一

嘉
永
七
年

刊

と
し
く
ら
へ

涼
翠

半

一

明
治
二
十
年

刊

編
者
は
豊
後
杵
築
の
人
、
小
畑
氏
。
そ
の
八
十
賀
集
。
芹
舎
序
。

後
枯
野
塚
集

市
睡

半

一

明
治
二
十
八
年

刊

伝
書
の
中
に
も
珍
し
い
も
の
が
若
干
見
受
け
ら
れ
る
。

白
砂
人
集

小

一

近
世
中
期
写

辻
井
版
に
比
べ
る
と
十
五
丁
裏

「秘
書
要
決
」
が
な
い
。
又
字
句
に
か
な
り

の
出
入
り
の
あ
る
部
分
を
含
ん
で
お
り
、
奥
書
に

「右

一
巻
者
当
家
錐
為
秘
書

依
師
弟
因
不
浅
相
伝
畢
努
々
外
見
有
間
敷
候

長
頭
丸
在
判
」
と
あ
る
。

草
む
す
び

中

一

近
世
末
期
写

(
マ

マ
)

野
披
系
の
伝
書
。
表
紙
裏
に

「宮
本
院
快
山
」
、
巻
末
に

「遠
賀
懸

古
賀

蝸
室

可
笑
亭
小
子
写
」
と
あ
る
。
全
文
を
古
典
文
庫

「蕉
門
俳
論
集
』
(大
内
編
)

に
翻
刻
ず
み
。

俳
階
伝
書
有
や
無
や
の
関

大

一

延
享
四
年

写

本
文
庫
に
は
明
和
元
年
の
板
本
も

一本
蔵
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
そ
れ
よ
り

も
十
数
年
を
潮
る
写
本
。
序
文
の
桃
青
の
署
記
の
代
わ
り
に

「落
腐
亭
千
那
」

と
あ
り
、
本
文
も
諸
条
目
や
例
句
に
板
本
と
甚
だ
し
い
差
異
が
あ
り
、
巻
末
に

「東
都
之
俳
林
芭
蕉
三
世

鷹
亭

(印
)

延
享
四
年
春

清
明
女

伝
子
里

中
」

「此

一
巻
者
先
師
東
武
の
風
羅
房
よ
り
伝
得
ら
れ
た
る
秘
中
の
秘
に
し
て

世
俳
の
人
是
を
知
る
夏
な
し
夢
々
俳
話
す
る
事
な
か
れ

穴
賢
」
と
あ
る
。

乙
由
伝

茂
秋

・
春
波

大

一

江
戸
中
期
写

俳
階
秘
伝
集

半

一

寛
政
十
二
年
写

相
伝
名
目
・
二
十
五
条

・無
尽
符
応
伝
を
含
む
。

俳
階
十
論
弁
秘
抄

乾
坤

半
二

江
戸
中
期
写

近
世
中
末
期

の
俳
書

は
百
八
十
余
部

ほ
ど
あ
り
、
そ
の
中

に
は

新
華

摘

蕪
村

大

一

寛
政
九
年

刊

の
美
本

な
ど
珍
し

い
も

の
も
い
く

ら
か
あ
る
が
、
も

は
や
そ
れ
ら
を
紹
介
す

る

紙
白
も
な

い
し
、
未
調
査

の
も
の
も
あ

る
の
で
筆
を
止

め
る
こ
と

に
す
る
。

な
お
、
本
文
庫

に
は
和
歌

や
連
歌
を
含
め
て
四
百
枚
を

こ
す
短
冊
が
蔵
さ
れ

て
お
り
、
特

に

「
松
年
帖
』
と
題
す

る
短
冊
帖

(折
本
一
冊
〉
に
は
宗
鑑

・
季
吟

・
宗
因

・
西
鶴

・
惟
中

・
素
堂

・
捨
女

・
言
水

・
野
披

・
蝶
夢

・
風
律

・
月
居

等

の
も

の
が
あ

る
。

万
代
や
つ
も
る
砂
の
山
の
春

ゐ
る
鷺
の
羽
風
も
青
し
夕
さ
苗

東
よ
り
の
ぼ
る
と
て

夏
帯
や
す
ゝ
か
の
み
そ
き
せ
し
め
縄

八
重
葺
の
花
お
し
春
の
く
れ
と
ゝ
め

玉
櫛
笥
親
の
と
り
置
踊
哉

宗
因

宗
因

梅
翁

西
鶴

言
水

田
村
先
生

は
、
俳
譜
は
自
分

の
専
門
外
だ
と
よ
く
お

っ
し

ゃ
っ

て

お

ら

れ

た
。
し
か
し
、
先
生

に
は
早
く

「
秋
風
庵
月
化
」

(
「
近
世
文
学
の
研
究
」
昭
和
土

年
発
行
)
の
す
ぐ
れ
た
御
研
究

が
あ

る
の
で

あ

り

、
こ
れ
ら
多
数

の
収
集
俳
書

を
拝
見
し
て
い
て
、
近
世
庶
民
文
芸
た
る
俳
譜

に
寄
せ
ら
れ
た
先
生

の
並
々
な
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ら

ぬ
御
関
心
と
御
見
識

の
高
さ
を

、
改
め

て
深
く
感
じ
た

こ
と
で
あ

っ
た
。

(大
内
記
)

受

贈

図
書

(
昭
和

五
十

一
年

四
月

～

五

十

二

年

三

月

)

日
本
文
芸
論
集

(北
住
敏
夫
教
授
退
官
記
念
)

歌
学
資
料
集
成

(静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
)

十
六
夜
日
記

百
人

一
首

(兼
載
筆
)

近
代
秀
歌

源
氏
物
語
修
紫
田
舎
源
氏
比
較
論
孜

日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成

第
八
巻

古
訓
古
事
記

(訂
正
)

●

金
椥
集

(市
立
函
館
図
書
館
蔵
)

方
丈
記

(
影
印
本
)

東
北
大
学
文
学
部

国
文
学
研
究
室

雄

松

堂

新

典

社

〃

佐
藤

包
晴

三

一
書
房

薪

典

社

御
所
本

三
十
六
人
集

(宮
内
庁
書
陵
部
蔵
)
2
5
15
21
別
巻

(
解
説
共
)

百
人
一
首

(影
印
本
)

日
本
散
文
選

日
本
文
学
史

(作
品
中
心
)

日
本
詩
歌
選

(改
訂
版
)

近
代
女
流
の
文
学

と
は
ず
が
た
り

芭
蕉
・
近
松

」
西
鶴

出
世
景
清

(大
倉
文
化
財
団
蔵
浄
瑠
璃
本
)

古
今
和
寄
集

小
倉
山
庄
色
紙
和
歌

(百
人

一
首
古
注
)

懐
徳
堂
文
庫
図
書
目
録

契
沖
全
集

第
16
巻

か
た
こ
と

(笠
間
選
書
53
)

詩
語
解
.
文
語
解
並
に
索
引

(釈
大
典
)

国
文
学
研
究
文
献
目
録

(昭
和
娼
年
)

山
口
福
岡
両
県
接
境
地
域
言
語
地
図
集

国
語
史
資
料
集

み
み
ら
く
史
考

10
11
17
18
)

新

典

社

大
阪
大
学
文
学
部

岩
波

書
店

白
木

進

中
村

宗
彦

国
文
学
研
究
資
料
館

岡
野

信
子

春
日

和
男

入
江

孝
也

と
り
か

へ
ば
や

ー
～

4

(解
説
共

)

(新
典
社
版
原
典

シ
リ
ー
ズ

芭
蕉
と
臭
の
細
道
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

近
世
演
劇
論
集

九
州
の
コ
ト
バ

全
人
的

(歌
集
)

今
井

源
衛

小
島

吉
雄

横
山

正

吉
町

義
雄

手
島

一
路
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